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令和２年度　浦臼町政功労者表彰式
町政の発展に多大な貢献

　令和２年度の表彰者については、浦臼町表彰審査委員会に諮問し、慎重な審議をいただいた結果、町政功
労者５名が決定され、７月１５日（水）役場３階あかねホールにおいて表彰式が行われました。
　なお、受賞者の功績内容は下記のとおりです。

教育文化部門
　伊藤　勝典　氏
　　氏は、平成５年から２０年間にわたり浦臼町教育委員会委員として、本町の教育行政の推進に努めら
れ、教育文化の振興発展に寄与されました。

産業経済部門
　鎌塚　幸樹　氏
　　氏は、平成８年より５期１５年にわたり農業委員会委員として、農業・農村・農業者の代表で適正な
農地行政の推進に努められ、地域農業の持続的発展及び農業振興に寄与されました。

自治部門
　本間　健夫　氏
　　氏は、平成７年から２４年間にわたり浦臼町選挙管理委員会委員として、本町の選挙管理執行に精励
し、地方自治の進展に寄与されました。

　星　　和行　氏
　　氏は、昭和４４年から４４年間にわたり浦臼町消防団員として活躍され、強固な消防精神に徹し、常
に団員の先頭に立ち災害現場活動に従事するなど、地方自治の発展に寄与されました。

　橘　　正光　氏
　　氏は、昭和５２年から３０年間にわたり浦臼町消防団員として活躍され、強固な消防精神に徹し、常
に団員の先頭に立ち災害現場活動に従事するなど、地方自治の発展に寄与されました。

町政功労者



３
ゴミは、分別して出しましょう!!

KOUHOU
URAUSU
Ｒ２.８

第２４期農業委員任命

だれでも食堂のご案内

　浦臼の野菜をできるだけ使用して月に1回町民が開く、町民のための食堂です。
　８月の開催は、新型コロナウイルス感染症対策により予約制といたしますので、事前に申込みが必要
となります。マスク着用のうえ、ぜひお越しください！
日　　時：８月２２日（土）１１:３０～１３:３０
　　　　　※１１:３０から３０分ずつの時間制です。
メニュー：ハンバーグ・野菜サラダ・ごはん・スープ
料　　金：大人２００円　１８歳以下無料
※新型コロナウイルスの感染状況等により、中止となる場合があります。

開催場所：ふれあいの家（中央団地敷地内）
申 込 先：電話０９０－２８１１－８１９６
　　　　　代表　鎌田眞美

　平成２８年４月の法律改正で、
選挙制から町長の任命制に変更に
なり、第２４期農業委員は、推薦
１１名、応募２名の計１３名の届
出があり、６月の浦臼町議会定例
会において町長から議案を提出し、
任命の同意をされました。
　７月２０日に町長から各委員に
任命の辞令書が手渡され、その後
第１回総会が開催され、会長　畑
山　証氏、職務代理　位田　勝氏
に決定しました。
　なお、任期は令和２年７月２０
日から令和５年７月１９日までで
す。

第２４期　浦臼町農業委員会委員名簿 〔地区別・五十音順〕

地区 役　　　職 氏　名
委　　員 石井　文彦
職務代理 位田　　勝鶴沼地区
委　　員 折坂　義一
委　　員 鶴沼地区委員長 三次　博之

浦臼地区

委　　員 石橋　和博
委　　員 今田　厚子
委　　員 浦臼地区委員長 静川　広巳
委　　員 土橋　直生
会　　長 畑山　　証

晩生内地区

委　　員 鎌田　和久
委　　員 佐藤　　等
委　　員 晩生内地区委員長 髙田　輝雄
委　　員 古橋　優一
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町税の納期のお知らせ

　町税（住民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税）は、６月１０日発送の納付書で、納期限
までに納付願います。既に口座振替による納付をご利用の場合は、納期限の日に引き落としをいたしま
す。
　やむを得ない理由によって期限内の納付が困難となったときは、納期限前に必ず役場税務係までご相
談願います。事前の相談なく町税を滞納した場合には、勤務先や金融機関などへの財産調査、給与や預
貯金の差押えなど、法に基づいた厳しい滞納処分を行うことがあります。
　納付方法は次のとおりです。
○口座振替による納付　
　下記の金融機関で口座振替による納付ができます。
　・北門信用金庫浦臼支店　・ゆうちょ銀行　
　・ピンネ農業協同組合浦臼支所
《手続きに必要なもの》
　・納税通知書　・通帳及びその通帳の届出印
《手続き場所》　各金融機関の窓口
　※口座振替による納付は、納付しに行く手間もなく
　　納め忘れも防ぐことができますのでとても便利で
　　安心です。
○納付書による納付
　下記の金融機関窓口で納付ができます。
　・北門信用金庫　・北海道銀行　・北洋銀行
　・ピンネ農業協同組合浦臼支所　・浦臼町役場出納
　※ゆうちょ銀行では納付書による納付はできません
　　のでご留意願います。

●お問い合わせ：くらし応援課 税務係（６８－２１１２）

※ゆうちょ銀行で口座振替の手続き
をされる場合は、申込書の「払込
先」欄に次の内容をご記入願います。

　加入者名：浦臼町役場
　口座番号：02780-9-960227
　払 込 日：毎月末日

【第３期以降の納期限】
＊第３期納期限　１１月　２日（月）
＊第４期納期限　１２月２５日（金）

第２期納期限 ８月３１日（月）まで

 

イベント中止のお知らせ

　新型コロナウイルス感染症の影響により、参加者の健康と安全を最優先に考え下記イベントを中止さ
せていただきます。楽しみにしていただいた皆様にはご迷惑をお掛けして申し訳ありませんが、何卒ご
理解のほどよろしくお願いいたします。
　・こども盆おどり　　　（開催予定日　８月１５日）
　・第８回北の龍馬まつり（開催予定日　９月　７日）
※例年行っていた「夏のイベント抽選会」については、浦臼町商工会で抽選を行い、当選者には電話で
連絡を致しますので、抽選券に必要事項の記入もれがないようお願いいたします。多数のご応募をお待
ちしております。
　・ラジオ体操　　　　　（開催予定日　夏休み期間中）

お盆休みのお知らせ

施　設　名 休　　業　　日
町　立　診　療　所 　８月５日（水）正午～８月１６日（日）
歯　科　診　療　所 ８月１２日(水)～８月１７日(月)
最　終　処　分　場 ８月１４日(金)・８月１５日(土)
ゴ 　 ミ 　 収 　 集 通常どおり

B&G海洋センター（プール含む） ８月１４日（金）～８月１６日（日）
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　介護保険制度は、国、道及び広域連合（市町）が負担する「公費」と、皆さんが納める「介護保険料」を
財源として運営しています。
　介護保険料の額は、皆さんが住み慣れたまちで、いつまでも安心して暮らせるように、介護保険サービス
がどれくらい必要になるのかを見込んで介護保険事業計画を策定し、決定しています。また、前年１０月か
らの消費税引き上げにともない、第１～３段階の介護保険料額が見直されました。

空知中部広域連合からのお知らせ

～　６５歳以上の皆さんへ　～

◎所得の申告をお忘れなく
　空知中部広域連合では介護保険法に基づき、構成市町から皆さんの所得情報を得て、本人及び世帯員の市
町村民税の課税状況と所得等を基に介護保険料を算定しています。所得が未申告ですと正しい介護保険料の
算定ができません。未申告の方は、お住まいの市町村民税担当窓口で所得の申告をお願いします。

◎介護保険料の未納はありませんか
　介護保険料の納め忘れがあると、未納期間に応じて、介護サービスを利用しようとするときに給付に制限
を受けます。必ず納期限内に納めてください。

問い合わせ　空知中部広域連合事務局介護保険係（６６－２１５２）

　８月中旬に「令和２年度介護保険料決定のお知らせ」を発送いたします

介護保険料基準額：年額６２,４００円（月額５,２００円）

段　階 対　　象　　者 算定基準 年間保険料額

第１段階

・生活保護を受けている方
・世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受けてい
る方、または前年の合計所得金額＋課税年金収入額が
８０万円以下の方

基準額×0.3 １８，７２０円

第２段階 ・世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課
税年金収入額が１２０万円以下の方 基準額×0.5 ３１，２００円

第３段階 ・世帯全員が住民税非課税の方（第１、２段階以外の方） 基準額×0.7 ４３，６８０円

第４段階
・本人は住民税非課税だが、世帯の誰かに住民税が課税
されていて、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が
８０万円以下の方

基準額×0.9 ５６，１６０円

第５段階 ・本人は住民税非課税だが、世帯の誰かに住民税が課税
されている方（第４段階以外の方） 基準額 ６２，４００円

第６段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万
円未満の方 基準額×1.2 ７４，８８０円

第７段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万
円以上２００万円未満の方 基準額×1.3 ８１，１２０円

第８段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が２００万
円以上３００万円未満の方 基準額×1.5 ９３，６００円

第９段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が３００万
円以上５００万円未満の方 基準額×1.7 １０６, ０８０円

第10段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が５００万
円以上の方 基準額×1.8 １１２，３２０円
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ＮＥＴ１１９緊急通報システムの運用開始について

　砂川地区広域消防組合では、聴覚・音声機能または言語機能に障がいのある方を対象とした『ＮＥＴ
１１９緊急通報システム』を導入し、令和２年１０月１日から運用を開始いたします。※事前登録は随
時受け付けております。

ＮＥＴ１１９緊急通報システムとは？
　聴覚や言語機能の障がいによって音声での会話が困難な方が、スマートフォンなどからインターネッ
トを利用して１１９番通報ができるサービスです。全国どこからでも音声によらない（チャット形式）
で通報することができます。

ご利用できる対象者
　聴覚・言語機能に障がいがあるなど、音声による１１９番通報が困難な方で、砂川地区広域消防組合
が管轄する地域（砂川市、奈井江町、浦臼町、上砂川町）に居住、通勤又は通学されている方が対象です。

ご利用には事前登録が必要です
　ご利用を希望される方は、『ＮＥＴ１１９緊急通報システム利用規約』
に同意し、事前登録された方が対象となります。登録用メールアドレス
に空メールを送信し事前登録を済ませてください。
【登録用メールアドレス】r.sunagawa@net119.speecan.jp

利用料金について
　ＮＥＴ１１９緊急通報システムは無料でご利用いただけますが、スマートフォンのインターネット接
続に必要な通信料は利用される方のご負担となります。

ご利用対象機種について
　ＧＰＳ機能を搭載し、インターネットに接続可能な携帯電話、スマートフォン、タブレット端末が対
象となります。※セキュリティーの関係上、一部対応できない機種もございます。

お問い合わせ先
砂川地区広域消防組合消防本部　救急通信課　通信係
電　話：０１２５－５４－２１９６
ＦＡＸ：０１２５－５２－５８６２（通信指令室）
メールアドレス：suna-2sin@apost.plala.or.jp

上記内容は、砂川地区広域消防組合ホームページでも掲載しています。
※各市町の障がい福祉担当でも相談を受け付けております。

敬老会中止のお知らせ

　９月に開催を予定していました「令和２年度浦臼町敬老会」は、新型コロナウイルス感染症の影響に
より、参加者の健康と安全を最優先に考え中止とさせていただきます。
　楽しみにしていただいている皆様には大変申し訳ございませんが、ご理解の程よろしくお願いいたし
ます。
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上
回
る
速
さ
で
人
口
の
減
少

が
進
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

の
状
況
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ

う
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
猛
威
が
世
界
を
覆
い
尽
く
し
、

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
と

は
い
え
今
な
お
安
心
し
て
生
活
で

き
る
状
態
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
ワ
ク
チ
ン
等
の
開
発
に
よ
り

大
き
な
脅
威
で
は
な
く
な
る
時
期

が
来
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
上
と
も
言
わ
れ

る
社
会
、
経
済
に
及
ぼ
す
悪
影
響

が
ど
の
よ
う
な
形
で
地
方
へ
波
及

し
て
く
る
の
か
、
ま
だ
見
通
せ
る

段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
方

財
政
へ
の
影
響
な
ど
相
当
の
覚
悟

を
も
っ
て
今
後
に
備
え
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
す
自
然
災
害
が
頻
発
し
て

い
ま
す
。
一
昨
年
９
月
に
起
き
た

胆
振
東
部
地
震
は
震
度
７
を
記
録

し
、
全
道
一
円
の
数
日
間
に
渡
る

停
電
は
実
体
験
と
し
て
強
烈
な
印

象
を
残
し
ま
し
た
し
、
昨
年
10
月

の
関
東
、
東
北
地
方
を
襲
っ
た
台

風
19
号
は
豪
雨
に
よ
る
河
川
災
害

の
恐
ろ
し
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
起
き
る
で
あ
ろ
う
災

害
か
ら
町
民
の
生
命
財
産
を
守
る

た
め
、
今
自
治
体
に
は
誰
も
が
想

定
し
え
な
か
っ
た
事
態
を
事
前
に

想
定
す
る
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
減
反
政
策
の
廃
止
な

ど
農
業
の
国
内
改
革
が
進
め
ら
れ

る
一
方
で
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
協
定
、
い
わ
ゆ
る
Ｔ
Ｐ

Ｐ
11
が
一
昨
年
末
に
、
昨
年
２
月

に
は
Ｅ
Ｕ
と
の
経
済
連
携
協
定
、

今
年
に
入
っ
て
日
米
貿
易
協
定
と

矢
継
ぎ
早
に
発
効
し
て
お
り
、
急

激
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
て

い
ま
す
。
大
規
模
化
の
進
む
北
海

道
農
業
は
、
競
争
力
と
い
う
点
で

比
較
的
有
利
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
本
町
に
と
っ
て
も
影
響
が
出

な
い
と
は
言
え
ず
、
一
層
の
効
率

化
、
合
理
化
、
ス
ケ
ー
ル
感
の
生

か
せ
る
新
し
い
農
業
経
営
へ
の
転

換
が
差
し
迫
っ
た
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
町
に
と
っ
て
も
深
く
関
係
す

る
様
々
な
マ
イ
ナ
ス
要
素
が
山
積

し
て
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
状
況
で

あ
っ
て
も
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

浦
臼
を
持
続
さ
せ
安
心
し
て
住
み

続
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
町

民
の
皆
様
の「
安
全
」を
守
り
、「
経

済
」
を
支
え
、
そ
し
て
「
生
活
」

を
豊
か
に
し
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
、
６
項
目
の

基
本
政
策
を
柱
と
す
る
具
体
的
に

推
進
し
て
い
く
施
策
の
一
端
を
述

令
和
２
年
度　

町
政
執
行
方
針

地
方
自
治
体
を

　

取
り
巻
く
環
境

町長　川畑　智昭



べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
今

後
４
年
間
を
通
し
て
早
急
に
実
行

が
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
す
ぐ

に
、
時
間
を
か
け
て
検
討
す
べ
き

は
じ
っ
く
り
と
、
町
民
、
議
員
の

皆
様
、
そ
し
て
職
員
と
の
対
話
を

通
じ
て
し
っ
か
り
と
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

前
段
で
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、

近
年
の
自
然
災
害
の
猛
威
は
甚
大

な
被
害
を
全
国
各
地
に
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
特
に
昨
年
の
台
風
19

号
で
は
１
４
０
箇
所
で
河
川
決
壊

や
氾
濫
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
安
全
だ
と
思
わ
れ
た
堤
防
な

ど
の
治
水
設
備
が
決
し
て
万
全
で

は
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。
本
町
に
は
石
狩
川
が
流
れ

強
固
な
丘
陵
堤
に
守
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
で
１
０
０
％
安
全
と

は
言
え
な
い
時
代
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
防
災
対
策
を
一
歩
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
来
年
度
に
な
り
ま
す
が
専
門

的
な
知
識
、
技
能
を
持
つ
防
災
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
外
部
か
ら
招
聘
、

担
当
部
署
に
配
属
し
、
防
災
計
画
、

避
難
計
画
の
見
直
し
、
防
災
訓
練
、

防
災
教
育
の
充
実
な
ど
、
生
命
財

産
を
守
る
た
め
災
害
対
策
全
般
の

大
幅
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
国
土
強
靭
化
計
画
の

策
定
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
対
応
を
合
わ
せ
て
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
避
難
所
指
定
さ
れ
て

い
る
町
施
設
へ
の
通
信
環
境
の
整

備
を
順
次
進
め
る
と
と
も
に
、
避

難
所
と
し
て
浸
水
想
定
区
域
か
ら

最
も
離
れ
て
い
る
農
村
セ
ン
タ
ー

へ
、
高
齢
者
の
日
常
使
用
の
利
便

性
向
上
も
兼
ね
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

　

本
町
に
と
っ
て
農
業
は
、
今
も

昔
も
産
業
、
経
済
の
中
心
で
あ
る

こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
時
代

の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
経
営
や

作
業
の
形
態
は
大
き
く
変
貌
し
ま

し
た
。
特
に
昭
和
60
年
当
時
は
４

５
０
戸
ほ
ど
だ
っ
た
農
家
数
が
、

現
在
は
法
人
を
含
め
て
１
６
０
戸

台
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
同

じ
面
積
を
３
分
の
１
の
農
家
が
経

営
す
る
、
機
械
化
が
進
み
作
業
の

大
幅
な
省
力
化
が
図
ら
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
農
業
の
入
り
口
に
差
し
か
か

っ
た
現
在
、
将
来
の
活
用
を
見
据

え
て
基
盤
の
整
備
に
着
手
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
非
常
に
長
い

時
間
が
か
か
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
が
、
持
続
可
能
な
農
業
の

た
め
、
ま
た
農
地
の
価
値
を
守
る

た
め
、
国
営
の
農
地
再
編
整
備
事

業
の
採
択
に
向
け
関
係
機
関
と
と

も
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
併

行
し
て
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

も
検
討
を
進
め
ま
す
。
５
Ｇ
回
線

に
つ
い
て
は
本
格
的
な
運
用
は
ま

だ
先
で
す
が
、
乗
り
遅
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
準
備
を
進
め
、
可
能

な
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
若
手
農
業

者
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
補
助
金
を
拡

張
し
、
複
数
農
業
者
に
よ
る
新
た

な
挑
戦
に
対
し
支
援
で
き
る
よ
う

制
度
設
計
を
開
始
し
ま
す
。
ス
マ

ー
ト
農
業
を
は
じ
め
新
技
術
を
取

り
入
れ
た
農
業
の
効
率
的
経
営
の

推
進
の
た
め
、
若
手
農
業
者
を
中

心
に
直
接
意
見
を
伺
う
検
討
会
議

を
継
続
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
対
策
に
つ
い
て

は
、
受
入
・
指
導
体
制
、
実
習
施

設
、
助
成
制
度
等
広
範
な
条
件
整

備
が
必
要
と
な
り
、
短
期
間
で
の

体
制
づ
く
り
は
困
難
で
す
が
、
現

在
の
本
町
で
受
け
入
れ
で
き
る
作

物
、
規
模
、
経
営
方
法
等
を
調
査

し
、
経
営
と
生
計
の
持
続
可
能
な

モ
デ
ル
づ
く
り
か
ら
始
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

商
工
業
で
は
、
多
く
の
事
業
所

が
後
継
者
難
の
問
題
を
抱
え
、
さ

ら
に
人
口
減
少
に
よ
る
購
買
力
の

減
少
が
避
け
が
た
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
大
変
厳
し
い
経
営
環
境
に

あ
り
ま
す
が
、
中
小
企
業
振
興
事

業
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
移

住
を
伴
う
町
外
か
ら
の
新
規
の
進

出
、
出
店
に
対
す
る
支
援
の
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
事
態
に
よ
り
飲
食
店
を
中
心

に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
な
が
ら
商
品
券
の
全
戸
配
付

や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
売
し

町
内
で
の
消
費
拡
大
を
促
進
し
ま

す
。

　

次
に
観
光
分
野
で
す
が
、
道
の

駅
、
休
養
村
セ
ン
タ
ー
、
鶴
沼
公

園
を
一
体
的
に
再
整
備
す
る
産
業

観
光
推
進
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
の
活
性

化
を
促
し
対
外
的
に
町
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
観
光
交
流
拠
点
と
し
て
重

要
な
事
業
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

在
、
構
想
案
が
提
案
さ
れ
て
い
る

段
階
で
す
が
、
大
き
な
経
費
負
担

を
要
す
る
事
業
に
な
り
ま
す
の
で
、

事
業
内
容
、
管
理
方
式
、
事
業
費
、

財
源
等
を
検
討
し
直
し
、
私
な
り

の
考
え
を
加
え
た
上
で
、
あ
ら
た

め
て
提
案
し
建
設
に
向
け
道
筋
を

付
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

鶴
沼
ワ
イ
ナ
リ
ー
へ
の
醸
造
所

の
建
設
に
つ
い
て
、
３
年
前
に
協

議
を
行
っ
て
か
ら
現
在
は
中
断
し

て
お
り
ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
申

し
入
れ
を
行
い
設
置
に
向
け
た
協

議
を
再
開
い
た
し
ま
す
。

基
本
政
策
の
６
本
の
柱1

確
か
な
防
災
対
策
の
推
進

確
か
な
防
災
対
策
の
推
進

2
持
続
可
能
な
農
業
の
推
進

持
続
可
能
な
農
業
の
推
進

3
魅
力
ア
ッ
プ

魅
力
ア
ッ
プ

　

商
工
観
光
の
推
進

　

商
工
観
光
の
推
進



　

非
常
に
広
い
範
囲
が
対
象
と
な

り
ま
す
が
、
高
齢
者
施
策
を
は
じ

め
と
す
る
既
存
事
業
に
つ
い
て
は

継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

そ
れ
以
外
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
医
療
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
に
向
け
町
民
の
皆
さ
ん
が
今

後
と
も
安
心
し
て
受
診
す
る
こ
と

の
で
き
る
体
制
を
、
関
係
者
の
皆

さ
ん
と
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
構

築
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
老

朽
化
の
進
む
現
町
立
診
療
所
の
建

替
え
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

人
口
減
少
、
高
齢
化
の
進
展
に

よ
り
町
内
会
の
運
営
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
将
来
を
見
据
え
た
行
政

区
の
再
編
に
つ
い
て
協
議
を
開
始

い
た
し
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、

札
沼
線
が
４
月
17
日
、
あ
ま
り
に

も
突
然
に
ラ
ス
ト
ラ
ン
を
迎
え
ま

し
た
。
既
に
４
月
か
ら
試
行
運
転

を
兼
ね
て
月
形
行
き
の
代
替
バ
ス

や
新
た
な
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
も

運
行
を
開
始
し
て
い
ま
し
た
が
、

高
齢
化
が
進
み
免
許
の
返
納
も
増

加
し
て
い
る
現
状
で
生
活
の
足
の

確
保
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
新

た
な
要
望
に
耳
を
傾
け
利
便
性
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
札
沼
線
の
廃
線
に
伴
う

駅
舎
、
線
路
用
地
の
利
活
用
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
決
定
し
て
い
き
ま

す
が
、
浦
臼
駅
周
辺
に
つ
き
ま
し

て
は
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー

ン
と
し
て
、
診
療
所
の
建
替
え
と

も
一
体
感
を
も
っ
て
整
備
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

情
報
通
信
網
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
国
の
第
２
次
補
正
予

算
に
よ
り
通
信
関
連
の
補
助
金
が

大
幅
に
増
額
さ
れ
、
合
わ
せ
て
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
活
用
も
見
込
め
る
こ
と
か

ら
、
情
報
通
信
事
業
者
と
協
議
を

進
め
、
早
急
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整

備
の
実
施
可
否
を
判
断
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
の
分
野
に
つ
き
ま

し
て
は
、
前
町
長
が
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
充
実
し
た
内
容
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
全
て
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
内

容
を
整
理
し
、
豊
富
な
支
援
策
や

事
業
を
町
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
よ
う
積
極
的
に
情
報
発
信
を
行

う
と
と
も
に
、
他
市
町
村
か
ら
若

年
層
の
転
入
を
促
す
子
育
て
世
代

家
賃
補
助
事
業
の
制
度
設
計
を
開

始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
不
妊
治
療
を
一
般
治
療

ま
で
対
象
を
広
げ
、
医
療
機
関
ま

で
の
交
通
費
を
新
た
に
支
援
し
ま

す
。

　

教
育
分
野
に
つ
き
ま
し
て
は
、

少
子
高
齢
化
と
い
う
厳
し
い
状
況

の
中
で
、
心
身
共
に
健
や
か
で
安

心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
の
整
備

を
目
指
し
、
次
代
を
担
う
青
少
年

の
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
成
長
を

促
す
た
め
、
教
育
委
員
会
と
と
も

に
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
一

体
と
な
っ
た
教
育
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
り
事
業
が
前
倒
し
と
な
っ
た
文

部
科
学
省
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
い
ち
早
く
取
り
組
み
、
児

童
生
徒
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
及

び
通
信
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
学
校
に
お
け
る
教
育
指
導

体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
来
年

度
か
ら
の
補
助
教
員
の
増
員
に
つ

い
て
も
検
討
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
町
政
懇
談
会
と
は

別
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直

接
お
伺
い
す
る
場
と
し
て
、
ま
た

私
の
考
え
方
を
お
伝
え
す
る
場
と

し
て
、
地
域
や
会
合
に
私
が
出
向

い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
仕

組
み
を
作
り
「
集
い
、
語
ら
い
、

支
え
合
い
」
を
実
践
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は

町
民
同
士
の
交
流
や
関
わ
り
の
活

発
化
に
よ
っ
て
お
互
い
を
支
え
合

う
と
い
う
意
味
合
い
も
含
ん
で
お

り
、
各
課
主
催
事
業
へ
の
積
極
的

な
参
加
呼
び
か
け
や
魅
力
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

5
健
や
か
な

健
や
か
な

　

子
育
て
と
教
育
の
推
進

　

子
育
て
と
教
育
の
推
進

　

以
上
、
町
政
運
営
に
対
す
る
所

信
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

こ
の
他
に
も
多
く
の
皆
様
か
ら
町

政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ふ
る
さ
と

へ
の
思
い
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
町
民
の
皆
様
か
ら
の
声

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
な
が
ら
、

町
政
を
担
う
者
と
し
て
の
使
命
と

責
任
の
下
、
町
政
運
営
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
本
町

は
昨
年
の
開
基
１
２
０
年
に
続
き
、

本
年
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
て

い
ま
す
。
歴
代
の
町
長
は
じ
め
幾

多
の
先
輩
方
が
鋭
意
努
力
さ
れ
、

築
き
、
守
っ
て
こ
ら
れ
た
浦
臼
町

を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
次
の

世
代
に
自
信
を
持
っ
て
引
き
継
げ

る
よ
う
、
与
え
ら
れ
た
４
年
間
を

精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
並
び
に
議
会
各
位
の

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
所
信

表
明
と
い
た
し
ま
す
。

6
住
民
対
話
の
推
進

住
民
対
話
の
推
進

4
温
か
な
住
民
生
活
の
推
進

温
か
な
住
民
生
活
の
推
進



　

令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎

え
、
国
は
、
第
３
期
教
育
振
興
基

本
計
画
に
お
い
て
、
２
０
３
０ 

年
以
降
の
社
会
を
展
望
し
た
教
育

政
策
の
重
点
事
項
を
超
ス
マ
ー
ト

社
会
（
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．０
）

の
実
現
に
向
け
た
技
術
革
新
が
進

展
す
る
な
か
「
人
生
１
０
０
年
時

代
」
を
豊
か
に
生
き
て
い
く
た
め

に
は
、「
人
づ
く
り
革
命
」、「
生

産
性
革
命
」
の
一
環
と
し
て
、
若

年
期
の
教
育
、
生
涯
に
わ
た
る
学

習
や
能
力
向
上
が
必
要
と
し
、
教

育
を
通
じ
て
生
涯
に
わ
た
る
一
人

一
人
の
「
可
能
性
」
と
「
チ
ャ
ン

ス
」
を
最
大
化
す
る
こ
と
を
今
後

の
教
育
政
策
の
中
心
に
据
え
て
取

り
組
む
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
学
校
の
休
業
が
長
期
化

し
教
育
課
程
の
実
施
に
支
障
が
生

じ
る
事
態
に
も
対
応
可
能
な
遠
隔

教
育
な
ど
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．

０
の
実
現
を
加
速
し
て
い
く
こ
と

が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
ｌ
ｏ
Ｔ

や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
人
工
知
能
な

ど
の
技
術
革
新
に
よ
る
情
報
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
で
急
速
に

変
化
し
、
全
て
の
子
供
た
ち
の
、

複
雑
で
難
し
い
社
会
で
逞
し
く
生

き
ぬ
く
力
の
育
成
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

　

一
方
、
浦
臼
の
将
来
に
と
っ
て

確
か
な
力
と
な
る
「
心
優
し
い
人

づ
く
り
」
に
も
努
め
て
い
く
こ
と

が
肝
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
、
人
づ
く
り
の
一
層

の
強
化
を
図
り
、
町
と
の
連
携
を

密
に
し
、
分
か
り
や
す
い
教
育
行

政
の
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
り
、

未
だ
終
息
を
見
通
す
こ
と
の
で
き

な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
き
ま
し
て
も
、
学
校

や
保
護
者
な
ど
と
連
携
し
、
万
全

な
体
制
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ

の
経
験
が
子
供
た
ち
の
成
長
の
糧

と
な
る
よ
う
な
教
育
活
動
の
実
施

に
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
教
育
行
政
の
執
行
に
当

た
り
、
浦
臼
町
教
育
理
念
「
知
・

徳
・
体
に
調
和
の
と
れ
た
人
間
形

成
」
並
び
に
浦
臼
町
教
育
大
綱
基

本
理
念
「
明
日
を
担
う
人
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
」
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
の
更
な
る
拡
充

を
図
り
、
一
人
一
人
が
い
き
輝
い

て
生
き
ぬ
く
力
、「
笑
顔
で
活
生

い
き
学
ぶ
」
教
育
の
推
進
を
引
き

続
き
基
本
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
令
和
２
年
度
の
重
点
施

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
学
校
教

育
の
充
実
」
及
び
「
社
会
教
育
の

推
進
」
の
大
き
く
二
つ
に
分
け
て

申
し
上
げ
ま
す
。

◇
学
校
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学

校
運
営
協
議
会
）
の
導
入
３
年
目

と
な
り
学
校
の
運
営
方
針
を
よ
り

理
解
し
、
地
域
住
民
や
保
護
者
な

ど
の
誰
も
が
気
軽
に
参
画
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
共
に
歩
み
開
か
れ

た
学
校
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て

い
こ
う
と
す
る
意
識
の
高
ま
り
を

学
校
が
的
確
に
受
け
止
め
、
地
域

の
力
を
活
用
し
、
学
校
運
営
の
改

善
・
充
実
に
努
め
、
確
か
な
る
力

と
心
優
し
い
人
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　

ま
た
、
就
学
援
助
制
度
、
高
等

学
校
通
学
等
支
援
助
成
、
給
食
費

の
無
料
化
等
の
支
援
を
継
続
し
、

各
種
検
定
料
の
助
成
に
よ
り
、
学

び
の
意
欲
と
基
礎
学
力
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　

中
学
校
修
学
旅
行
に
お
け
る
ふ

る
さ
と
教
育
で
は
、
高
知
県
本
山

町
の
歴
史
、
文
化
、
習
慣
を
知
る

こ
と
で
、
違
い
を
感
じ
、
浦
臼
を

理
解
し
、
ふ
る
さ
と
意
識
を
育
む

取
組
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◇
教
育
課
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
生
き
る
力
」
を
支
え
る
「
知
・
徳
・

体
」
の
調
和
を
重
視
し
、
伝
統
文

化
を
尊
重
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
に

す
る
心
を
育
み
、こ
れ
ま
で
の「
何

を
学
ぶ
の
か
」
に
加
え
、
言
語
活

動
を
重
視
し
、「
ど
の
よ
う
に
学

ぶ
の
か
」「
何
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
か
」
さ
ら
に
は
「
な
ぜ
学

ぶ
の
か
」
と
い
う
学
習
意
義
を
よ

り
明
確
に
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い

学
校
教
育
を
通
じ
て
よ
り
よ
い
社

会
を
創
る
と
い
う
目
標
を
地
域
と

共
有
し
、
社
会
に
開
か
れ
た
教
育

課
程
の
実
現
の
た
め
、
各
学
校
に

お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
に
直
接
触
れ

る
機
会
を
多
く
設
け
、
子
供
た
ち

の
興
味
と
感
性
を
養
う
よ
う
努
め

ま
す
。

◇
学
習
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
31
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
結
果
を
真
摯
に
受
け

と
め
、
基
礎
知
識
・
技
能
の
定
着

令
和
２
年
度

教
育
行
政　

執
行
方
針　Ⅰ

は
じ
め
に

は
じ
め
に

Ⅱ
基
本
方
針

基
本
方
針

Ⅲ
重
点
施
策

重
点
施
策１

社
会
に
立
ち
向
か
っ

社
会
に
立
ち
向
か
っ

て
い
け
る
力
の
育
成

て
い
け
る
力
の
育
成

〜
確
か
な

〜
確
か
な

　
　

学
力
の
定
着
〜

　
　

学
力
の
定
着
〜

学校教育の充実

教育長　河本　浩昭



に
向
け
、
小
中
連
携
し
統
一
し
た

授
業
の
ス
タ
イ
ル
や
学
習
規
律
、

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の

指
導
方
法
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

小
学
校
に
お
い
て
は
、
学
び
の

基
礎
、
基
本
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
町
独
自
に
教
諭
を
配
置
し
、

個
に
応
じ
た
学
習
環
境
を
整
え
、

学
び
の
支
援
を
続
け
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

に
よ
る
厳
し
い
挑
戦
の
時
代
を
生

き
ぬ
く
資
質
・
能
力
を
備
え
る
人

材
育
成
に
向
け
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
が
必
修
化
さ
れ
る
な
ど
、

情
報
活
用
能
力
を
言
語
能
力
等
と

同
様
に
「
学
習
の
基
盤
と
な
る
資

質
・
能
力
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て

お
り
、
情
報
技
術
を
活
か
し
た
授

業
を
推
進
す
る
た
め
、
国
が
推
進

す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

実
現
の
加
速
化
に
伴
い
、
本
年
度
、

小
、
中
学
校
に
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
及
び
１
人
１
台
の
端
末
整

備
を
行
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に

加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
等
の
導

入
も
視
野
に
入
れ
た
、
質
の
高
い

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
指
導
体
制
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
は
、
共
生
社
会

の
形
成
に
向
け
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
の
理
念
を
踏
ま
え
、
一
人

一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

適
切
な
指
導
及
び
必
要
な
支
援
に

努
め
ま
す
。

◇
連
携
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

幼
児
教
育
は
、
生
涯
に
わ
た
る
人

格
形
成
の
基
礎
、
基
本
を
培
う
う

え
で
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、

町
部
局
と
の
連
携
は
も
と
よ
り
、

こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
の
連
携

強
化
に
向
け
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
小
1
プ
ロ
ブ
レ
ム
、
中

１
ギ
ャ
ッ
プ
の
未
然
防
止
、
小
・

中
学
校
間
の
乗
り
入
れ
授
業
の
実

践
や
教
職
員
の
情
報
共
有
を
深
め

ま
す
。

　

地
域
と
共
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
や
家
庭
サ
ポ
ー
ト

企
業
と
の
連
携
を
活
用
し
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
と
社
会
的
マ
ナ
ー
を
身

に
付
け
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

◇
外
国
語
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
本
年
度

か
ら
小
学
校
高
学
年
は
英
語
の
教

科
化
、
中
学
年
は
外
国
語
活
動
と

し
て
標
準
授
業
時
数
が
増
え
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
、
外
国
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
中
学
校
に

通
年
配
置
し
、
中
学
校
英
語
教
育

の
充
実
、
小
学
校
に
お
い
て
は
、

子
供
た
ち
が
英
語
で
日
常
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

が
で
き
る
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る

よ
う
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
支
援
体
制
を

整
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
急

速
な
情
報
化
社
会
で
生
き
抜
く
力

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

◇
道
徳
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
昨
年
か
ら
は
小
学
校
、
昨
年
度

か
ら
は
中
学
校
の
「
道
徳
の
時

間
」
が
「
特
別
の
教
科 

道
徳
」

と
な
り
、
い
じ
め
の
問
題
へ
の
対

応
の
充
実
や
発
達
の
段
階
を
よ
り

一
層
踏
ま
え
た
体
系
的
な
も
の
に

改
善
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

答
え
が
一
つ
で
は
な
い
課
題
に

子
供
た
ち
が
道
徳
的
に
向
き
合
い
、

考
え
、
議
論
す
る
道
徳
教
育
へ
の

転
換
に
よ
り
、
物
事
を
多
面
的
・

多
角
的
に
考
え
、
自
己
の
生
き
方

に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る
学
習

を
通
し
て
、
豊
か
な
心
や
人
間
性

を
育
む
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◇
い
じ
め
・
不
登
校
に
つ
き
ま
し

て
は
、
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
醸

成
し
楽
し
い
学
級
生
活
を
送
る
た

め
、
学
級
集
団
に
関
す
る
情
報
を

分
析
し
児
童
生
徒
の
意
欲
や
解
決

す
べ
き
課
題
を
把
握
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
「
ｈ
ｙ
ｐ
ｅ
ｒ
―
Ｑ
Ｕ
」
を

全
学
年
で
継
続
的
に
実
施
し
、「
浦

臼
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
の

周
知
徹
底
を
図
り
関
係
者
と
の
連

携
を
密
に
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
活
用
を
図
り
、
未
然
防

止
と
適
切
な
実
態
把
握
に
よ
る
早

期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
理
由
と
し
た
い
じ
め
や

偏
見
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と

の
指
導
を
各
学
校
で
行
い
ま
す
。 

◇
有
害
情
報
か
ら
子
供
を
守
る
た

め
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
連

携
し
有
害
情
報
に
対
す
る
啓
発
を

行
い
、
携
帯
電
話
や
ネ
ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル
の
根
絶
に
向
け
た
取
組
を
充

実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
学
校
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、

早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
を
推
奨
し
、

食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
望
ま

し
い
食
習
慣
の
定
着
を
図
り
、
地

産
地
消
等
の
食
育
の
推
進
に
努
め

る
と
と
も
に
家
庭
と
連
携
し
た
毎

朝
の
検
温
や
か
ぜ
症
状
の
確
認
な

ど
感
染
源
を
絶
つ
こ
と
、
十
分
な

睡
眠
や
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

を
心
が
け
る
な
ど
抵
抗
力
を
高
め

る
こ
と
の
重
要
性
の
普
及
啓
発
を

行
い
、
児
童
生
徒
が
新
し
い
学
校

生
活
様
式
を
身
に
付
け
る
よ
う
、

指
導
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て

学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
指
針

に
基
づ
き
安
全
・
安
心
対
策
を
講

じ
ま
す
。

　

む
し
歯
予
防
の
た
め
に
は
、
小

学
校
を
は
じ
め
、
認
定
こ
ど
も
園

に
も
フ
ッ
化
物
洗
口
の
有
効
性
を

Ｐ
Ｒ
し
、
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

違
法
薬
物
乱
用
防
止
の
啓
発
、

危
険
性
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
に

努
め
ま
す
。  

◇
学
校
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
全
体
で
子
供
た
ち
の
成
長
を

支
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
学
校

運
営
の
改
善
・
充
実
や
、
地
域
づ

く
り
に
有
効
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議

会
）
の
本
格
的
な
導
入
か
ら
、
３

年
目
を
迎
え
、
一
層
の
取
組
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　

教
育
の
成
果
は
、
直
接
指
導
す

る
教
職
員
の
資
質
・
能
力
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
校

内
研
修
の
充
実
、
各
種
研
修
・
研

究
会
等
へ
の
参
加
支
援
を
図
り
、

資
質
・
能
力
の
向
上
と
指
導
内
容

の
改
善
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
教
職
員
の
服
務
規
律
の

徹
底
と
規
範
意
識
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

◇
子
供
の
安
全
確
保
に
つ
き
ま
し

て
は
、
気
候
変
動
に
よ
り
豪
雨
災

害
等
が
多
発
し
て
い
る
昨
今
、
地

震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
必
要
な
知
識
や

能
力
等
の
育
成
に
向
け
、
校
内
対

2
健
や
か
で
、
人
の
優

健
や
か
で
、
人
の
優

し
さ
痛
み
の
分
か
る

し
さ
痛
み
の
分
か
る

心
の
育
成

心
の
育
成

〜
豊
か
な
心
と

〜
豊
か
な
心
と

　
　

健
や
か
な
体
〜

　
　

健
や
か
な
体
〜

学校教育の充実

3
安
全
・
安
心
な
学
校

安
全
・
安
心
な
学
校

〜
信
頼
さ
れ
る

〜
信
頼
さ
れ
る

　
　

学
校
づ
く
り
〜

　
　

学
校
づ
く
り
〜

学校教育の充実



策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確
認
、
避
難
訓

練
や
１
日
防
災
学
校
の
実
施
な
ど

の
防
災
教
育
の
推
進
や
事
件･

事

故
に
対
す
る
危
険
予
測
、
危
機
回

避
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
防
犯

教
育
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
空
知
管
内
に
お

い
て
も
、
毎
日
の
よ
う
に
不
審
者

情
報
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
学
路

の
点
検
や
防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
る
犯

罪
抑
止
を
図
り
学
校
の
安
全
・
安

心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
か
ら
児
童
生
徒
を
守
る

た
め
、
校
舎
内
の
消
毒
や
北
海
道

教
育
委
員
会
と
連
携
の
下
の
臨
時

休
校
や
分
散
登
校
、
出
席
停
止
措

置
等
の
適
正
な
実
施
、
感
染
予
防

対
策
と
し
て
の
衛
生
教
育
の
強
化

に
努
め
ま
す
。

◇
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に

つ
き
ま
し
て
は
、
教
職
員
が
健
康

で
働
け
る
環
境
、
子
供
と
向
き
合

う
時
間
の
確
保
に
向
け
て
、
浦
臼

町
立
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
の
改
定
、

部
活
動
の
在
り
方
に
関
す
る
方
針

等
に
基
づ
き
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
地
域
人

材
を
活
用
す
る
な
ど
、
持
続
可
能

な
学
校
運
営
体
制
の
整
備
に
努
め

る
と
と
も
に
、
本
年
度
、
浦
臼
町

立
学
校
管
理
規
則
を
改
正
し
、
勤

務
時
間
外
在
校
時
間
の
上
限
を
定

め
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
及
び
出

退
勤
の
把
握
の
た
め
の
タ
イ
ム
カ

ー
ド
を
導
入
し
、
取
組
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

◇
学
習
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
、
施
設
の
適
切

な
維
持
管
理
に
専
念
す
る
と
と
も

に
、
緊
急
時
の
家
庭
に
お
け
る
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
環
境
を
整
備
し
、

学
び
を
止
め
な
い
学
校
環
境
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
地
域
の
体
制
づ
く
り
に
つ
き
ま

し
て
は
、
小
学
生
の
安
全
・
安
心

な
ふ
れ
あ
い
・
学
び
の
場
所
と
し

て
「
浦
臼
町
子
ど
も
広
場
」
を
通

年
開
設
し
、
本
年
度
に
つ
い
て
は

試
行
的
に
小
学
校
入
学
前
の
新
１

年
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
の
内
容

充
実
を
図
り
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
、
町
内
会
等
が
次

代
を
担
う
子
供
た
ち
の
健
全
育
成

を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
乳
幼
児
教
育
に
つ
い
て
、
乳
児

に
は
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
継

続
し
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

◇
読
書
環
境
の
充
実
に
つ
き
ま
し

て
は
、
読
書
活
動
推
進
計
画
に
基

づ
き
、
だ
れ
も
が
気
軽
に
利
用
で

き
る
環
境
改
善
に
努
め
、
保
護
者

に
対
し
て
の
啓
発
に
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

◇
芸
術
・
文
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

文
化
協
会
と
協
働
し
文
化
芸
術
の

振
興
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
と
地
域
連
携
の
中
で
、
北

海
道
巡
回
公
演
等
を
活
用
し
、
真

の
伝
統
芸
術
を
知
り
、
町
民
の
感

性
を
高
め
、
心
豊
か
で
潤
い
の
持

て
る
か
お
り
高
い
文
化
の
ま
ち
を

目
指
し
ま
す
。

　

町
民
誰
も
が
本
格
的
な
施
設
環

境
で
行
わ
れ
て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
等
を
鑑
賞
で
き
る
よ
う
、
町
民

移
動
芸
術
鑑
賞
会
も
継
続
し
ま
す
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

少
子
化
・
人
口
減
少
社
会
に
対
応

し
た
活
力
有
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を

目
指
し
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
楽

し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
Ｐ
Ｒ
と
場
所
の

提
供
を
推
進
し
、
子
供
か
ら
高
齢

者
ま
で
の
ど
な
た
で
も
笑
顔
で
汗

を
流
せ
る
環
境
を
目
指
し
、
本
年

度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
財

団
修
繕
助
成
事
業
に
よ
る
海
洋
セ

ン
タ
ー
の
暖
房
設
備
工
事
並
び
に

全
館
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

◇
社
会
教
育
関
係
団
体
に
つ
き
ま

し
て
は
、
高
齢
化
や
人
材
発
掘
の

面
に
お
い
て
も
活
動
維
持
が
困
難

と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
と
合
わ

せ
て
活
動
す
る
機
会
の
減
少
も
進

ん
で
お
り
ま
す
が
、
自
主
的
か
つ

自
発
的
な
活
動
の
支
援
に
努
め
ま

す
。

◇
文
化
財
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
や
地
域

の
風
土
に
よ
り
育
ま
れ
、
今
日
ま

で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
財
産
の

保
護
・
保
存
を
行
う
と
と
も
に
、

郷
土
の
歴
史
を
学
び
、
自
然
・
文

化
遺
跡
資
源
の
発
見
と
発
信
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
イ
ヌ
遺
跡
や
浦
臼
の

入
植
地
の
保
全
・
維
持
管
理
を
適

正
に
行
い
、
開
拓
者
の
頌
徳
碑
等

の
劣
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
こ
と

か
ら
改
修
や
修
繕
な
ど
の
支
援
対

策
を
継
続
し
ま
す
。

　

以
上
、
令
和
２
年
度
に
取
り
組

む
重
点
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
に
あ

る
こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
次

代
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
複
雑
で

予
想
す
る
こ
と
の
難
し
い
社
会
を

受
け
止
め
、
主
体
的
に
、
よ
り
よ

い
社
会
と
人
生
を
自
ら
創
り
出
せ

る
力
の
育
成
と
、
全
て
の
町
民
が

笑
顔
で
活
き
生
き
学
び
楽
し
く
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
教
育
環
境
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
学
校
を
柱
と
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
充
実
、

教
育
振
興
を
図
り
、
心
豊
か
で
か

お
り
高
い
文
化
の
ま
ち
を
築
い
て

ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
た
め
、
既
に
学
校
の
臨
時

休
業
や
行
事
の
中
止
、
社
会
教
育

事
業
や
施
設
の
利
用
中
止
な
ど
、

施
策
の
実
施
に
影
響
が
出
て
お
り

ま
す
が
、
様
々
な
工
夫
を
し
な
が

ら
、
今
で
き
る
最
善
の
対
応
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位

の
ご
理
解
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
、
令
和
２
年
度
の
教

育
行
政
執
行
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

１
地
域
社
会
に
お
け
る

地
域
社
会
に
お
け
る

連
携
と
見
守
り

連
携
と
見
守
り

〜
地
域
に
お
け
る

〜
地
域
に
お
け
る

　
　

体
制
づ
く
り
〜

　
　

体
制
づ
く
り
〜

社会教育の推進

2
笑
顔
で
活
き
生
き

笑
顔
で
活
き
生
き

学
べ
る
社
会
の
実
現

学
べ
る
社
会
の
実
現

〜
生
涯
学
習
の

〜
生
涯
学
習
の

　
　
　
　
　

振
興
〜

　
　
　
　
　

振
興
〜

社会教育の推進〜
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

〜
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

　
　
　
　
　
　

の
振
興
〜

　
　
　
　
　
　

の
振
興
〜

Ⅳ
む　

す　

び

む　

す　

び



る
た
め
、
執
行
方
針
の
と
お
り

に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

執
行
方
針
で
は
、
道
の
駅
付

近
の
一
体
的
な
再
整
備
、
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
検
討
し

道
筋
を
つ
け
た
い
と
あ
る
が
、

そ
の
前
に
浦
臼
町
民
の
幸
福
度

の
向
上
を
図
る
方
が
先
で
は
な

い
か
。
高
齢
者
住
宅
な
ど
、
町

民
が
最
後
ま
で
浦
臼
に
住
め
る

よ
う
な
町
づ
く
り
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
「
町
民
の
幸
福
度
の
向
上
」

と
い
う
考
え
方
を
優
先
し
て
、

町
政
運
営
を
行
う
考
え
方
は
議

員
と
同
様
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
道
の
駅
構

想
が
ス
タ
ー
ト
し
て
８
年
が
経

過
し
て
い
て
、
何
ら
か
の
道
筋
、

結
論
は
出
す
べ
き
と
考
え
て
い

第２回定例会は、６月１７日と２５日に開催し、８議員から一般質問がありましたので、内容を
要約し報告します。

令和２年　第２回浦臼町議会定例会 一般質問

親しまれる議会だよりを目指します。

幸
福
度
満
点
の
町
づ
く
り

を
質　

問

Ｑ
町
長
答
弁

Ａ

　

執
行
方
針
で
は
、「
温
か
な

住
民
生
活
の
推
進
」
と
あ
る
が
、

運
転
免
許
返
納
者
が
増
加
す
る

現
状
で
、
生
活
の
足
を
確
保
す

る
こ
と
は
重
要
で
は
。

　

砂
川
市
立
病
院
へ
の
地
域
公

共
交
通
の
考
え
は
。

　

砂
川
市
立
病
院
へ
は
町
営
バ

ス
、
中
央
バ
ス
な
ど
が
運
行
し

て
い
る
が
、
診
療
時
間
の
対
応

な
ど
様
々
な
問
題
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

直
接
病
院
へ
ア
ク
セ
ス
で
き

る
こ
と
が
理
想
だ
が
、
民
間
事

業
者
の
影
響
や
町
営
バ
ス
と
の

競
合
、
運
行
経
費
な
ど
課
題
が

あ
る
。

　

執
行
方
針
で
も
利
便
性
の
高

い
公
共
交
通
の
実
現
を
掲
げ
て

い
て
、
市
立
病
院
へ
の
運
行
は

検
討
の
対
象
で
あ
る
。
メ
リ
ッ

温
か
な
住
民
生
活
の
推
進

の
中
に
砂
川
市
直
通
交
通

は
あ
る
か

質　

問

Ｑ
町
長
答
弁

Ａ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
証
し
、

議
員
懇
談
会
で
改
め
て
意
見
を

聞
い
て
い
き
た
い
。

　

前
年
度
の
未
習
分
の
消
化
と

新
学
期
か
ら
の
授
業
に
対
す
る

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
。

　

前
年
度
分
は
標
準
授
業
時
数

に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
各
学

年
数
時
間
程
度
の
授
業
で
履
修

で
き
、
今
年
度
に
全
学
年
が
履

修
済
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
分
は
、
運
動
会
や
学

芸
会
の
中
止
な
ど
、
学
校
行
事

の
見
直
し
や
夏
・
冬
休
み
を
20

日
間
程
度
短
縮
す
る
こ
と
で
、

標
準
授
業
時
数
の
確
保
の
目
処

が
立
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
小
中
学

校
の
未
習
授
業
対
策

質　

問

Ｑ
教
育
長
答
弁

Ａ
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国
会
で
光
回
線
の
整
備
に
対

す
る
予
算
が
補
正
さ
れ
、
５
Ｇ

対
応
の
基
盤
と
な
る
光
回
線
整

備
の
加
速
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
機
会
を
逃
さ
ず
、
全
町

整
備
を
願
う
が
町
長
の
考
え
は
。

　

必
要
な
情
報
収
集
を
し
、
民

設
民
営
方
式
に
よ
る
整
備
に
向

け
、
今
週
中
に
「
光
フ
ァ
イ
バ

ー
整
備
に
関
わ
る
要
望
書
」
を

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
）
に
対
し
提

出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

国
庫
補
助
金
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
な
ど
、
本
町
に
と
っ
て

有
利
な
財
源
が
活
用
可
能
と
は

い
え
、
町
単
独
で
の
負
担
が
生

ず
る
ほ
か
、
整
備
エ
リ
ア
の
選

定
や
契
約
者
数
等
に
よ
っ
て
町

単
独
負
担
額
が
増
減
す
る
な
ど
、

い
ま
だ
不
確
定
要
素
が
多
い
た

め
、
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

全
町
光
回
線
の
実
現
へ
向

け
て質　

問

Ｑ
町
長
答
弁

Ａ

　

市
街
地
以
外
の
地
域
に
住
ん

で
い
る
町
民
、
運
転
免
許
返
納

者
な
ど
交
通
弱
者
に
対
す
る
買

い
物
対
策
と
し
て
、
循
環
バ
ス

の
運
行
が
必
要
と
考
え
る
が
、

町
長
の
考
え
は
。

　

運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援

と
し
て
、
年
度
当
た
り
タ
ク
シ

ー
チ
ケ
ッ
ト
を
３
万
円
分
、
３

か
年
継
続
し
て
交
付
し
て
い
て
、

平
成
29
年
の
開
始
以
来
、
延
べ

45
名
に
交
付
し
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
乗
合
タ
ク
シ
ー

を
運
行
し
、
生
活
交
通
は
確
保

さ
れ
て
い
る
と
考
え
、
市
街
地

向
け
の
買
物
バ
ス
運
行
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
な
い
。

　

地
域
に
住
む
人
達
の
足
を
確

保
す
る
た
め
に
も
、
私
の
任
期
、

ま
た
町
長
の
任
期
の
中
で
時
間

を
か
け
、
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

買
物
バ
ス
と
乗
合
タ
ク
シ
ー

町
内
買
物
バ
ス
の
循
環
運

行
に
つ
い
て

質　

問

Ｑ
再
質
問

Ｑ

の
両
方
を
走
ら
せ
る
こ
と
が
合

理
的
な
の
か
判
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
乗
合
タ
ク
シ
ー

が
好
評
な
の
で
、
今
後
に
向
け
、

話
を
し
て
い
く
。

町
長
答
弁

Ａ
町
長
再
答
弁

Ａ

　

今
般
の
コ
ロ
ナ
で
、
児
童

生
徒
の
授
業
の
遅
れ
が
見
え
、

夏
・
冬
休
み
が
短
縮
と
な
っ
た
。

　

道
教
育
委
員
会
の
指
導
の
下
、

浦
臼
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。
ま
た
、
修
学
旅

行
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

　

道
教
育
委
員
会
か
ら
は
、
各

教
科
等
の
学
習
指
導
、
年
間
指

導
計
画
の
見
直
し
、
家
庭
学
習

の
留
意
点
の
通
知
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
学
校
再
開
に
あ
た
っ

て
は
、
必
要
な
授
業
時
数
の
確

質　

問

Ｑ

保
が
大
切
と
し
な
が
ら
も
、
家

庭
学
習
の
内
容
を
再
度
授
業
で

取
り
扱
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る

特
例
的
措
置
に
つ
い
て
も
示
さ

れ
た
。

　

修
学
旅
行
は
、
小
６
は
11
月
、

中
３
は
10
月
頃
で
、
旅
行
先
を

道
内
に
変
更
す
る
こ
と
を
含
め

て
検
討
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
か
ら
の
教
育
指
導

教
育
長
答
弁

Ａ

　

大
容
量
高
速
通
信
網
未
整
備

地
区
へ
の
設
備
の
拡
充
に
つ
い

て
伺
う
。

　

現
在
は
浦
臼
市
街
地
区
の
み

の
普
及
に
と
ど
ま
り
、
情
報
化

が
加
速
し
て
い
る
社
会
情
勢
下

に
お
い
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
起
因
す

質　

問

Ｑ 大
容
量
高
速
通
信
施
設
の

拡
充
に
つ
い
て

町
長
答
弁

Ａ

る
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー
ト
会

議
、
臨
時
休
校
等
に
伴
う
リ

モ
ー
ト
学
習
環
境
の
整
備
な

ど
、
自
宅
で
過
ご
す
時
間
の
増

加
に
よ
り
、
光
回
線
に
よ
る
通

信
環
境
の
整
備
ニ
ー
ズ
は
以
前

に
も
増
し
て
高
ま
っ
て
い
る
た

め
、
諸
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が

ら
、
整
備
実
現
に
向
け
て
適
切

に
判
断
し
て
い
く
。

　

今
後
の
各
施
策
を
具
現
化
し

て
い
く
た
め
に
も
、
町
の
方
向

性
、
基
本
構
想
を
示
し
、
町
政

運
営
の
指
針
と
し
て
は
。

　

第
４
次
浦
臼
町
総
合
振
興
計

画
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
令
和

６
年
度
ま
で
と
す
る
後
期
基
本

計
画
へ
の
移
行
年
に
あ
た
る
。

　

総
合
振
興
計
画
は
、
町
の
計

画
の
中
で
も
最
上
位
計
画
に
位

置
付
け
ら
れ
、
町
政
執
行
方
針

に
基
づ
く
施
策
を
展
開
す
る
た

め
に
は
、
総
合
振
興
計
画
と
の

整
合
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
な

質　

問

Ｑ 中
長
期
的
な
総
合
振
興
計

画
に
つ
い
て

町
長
答
弁

Ａ
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た
め
、
後
期
基
本
計
画
の
早
期

策
定
に
鋭
意
努
め
る
。

　

ま
た
、
策
定
し
た
後
期
基
本

計
画
に
つ
い
て
は
、
町
民
に
多

様
な
媒
体
を
通
じ
て
周
知
・
広

報
す
る
。

①
町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
が
基

本
。
職
員
の
道
庁
へ
の
派
遣
、

出
向
を
進
め
、
研
さ
ん
の
機
会

を
進
め
る
べ
き
で
は
。

②
農
業
者
の
高
齢
化
へ
の
対
応

策
と
後
継
者
花
嫁
対
策
は
。

③
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
整
備
事

業
が
３
年
を
経
過
し
た
が
、
進

展
は
あ
っ
た
の
か
。

④
防
災
や
福
祉
の
面
か
ら
、
町

内
会
再
編
は
重
要
な
課
題
。
今

後
の
協
議
の
進
め
方
と
何
年
後

を
目
処
に
完
成
を
目
指
す
か
。

質　

問

Ｑ 町
政
執
行
方
針
か
ら
ま
ち

づ
く
り
へ
向
け
て

①
来
年
度
か
ら
自
治
大
学
校
へ

２
名
の
参
加
を
考
え
て
い
る
。

　

職
員
体
制
に
余
裕
が
な
い
た

め
、
ま
ず
は
職
員
の
確
保
に
務

め
、
道
庁
へ
の
派
遣
、
相
互
交

流
を
前
向
き
に
進
め
た
い
。

②
後
継
者
の
い
な
い
60
歳
以
上

の
農
業
者
の
農
地
面
積
は
６
５

２
ha
。
将
来
、
こ
れ
ら
の
農
地

が
手
放
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
ス
マ
ー
ト
農
業
、
そ

の
効
果
を
高
め
る
た
め
の
農
地

再
編
整
備
を
推
進
し
、
意
欲
あ

る
若
手
農
業
者
へ
の
支
援
を
積

極
的
に
行
い
、
新
規
就
農
者
対

策
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

花
嫁
対
策
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ａ
ピ
ン
ネ
青
年
部
浦
臼
支
部
に

よ
る
結
婚
活
動
支
援
事
業
に
対

し
、
中
山
間
地
域
連
絡
協
議
会

よ
り
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

③
検
討
委
員
会
で
は
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
形
式
で
検
討
を
進
め
、

主
に
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て
検

討
し
実
施
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
道
の
駅
や
温

泉
施
設
の
機
能
、
検
討
委
員
会

等
で
協
議
さ
れ
て
い
る
ソ
フ
ト

事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

町
長
答
弁

Ａ

な
機
能
な
ど
、
主
に
ハ
ー
ド
事

業
の
検
討
を
行
い
、
施
設
整
備

に
つ
い
て
２
案
に
ま
と
め
た
。

④
行
政
区
再
編
は
、
町
内
会
長

会
議
で
町
の
考
え
方
を
説
明
し
、

各
町
内
会
の
現
状
の
課
題
や
再

編
へ
の
意
見
等
を
伺
う
。

　

12
月
の
町
内
会
長
会
議
に
て

伺
っ
た
意
見
等
を
ま
と
め
て
提

示
し
、
翌
１
月
の
新
町
内
会
長

会
議
で
方
向
性
を
出
し
、
そ
の

後
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

再
編
に
向
け
た
協
議
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
３
年
以
内
に
は
再
編

に
向
け
た
計
画
を
策
定
し
た
い
。

　

防
災
計
画
の
見
直
し
と
、
補

質　

問

Ｑ 防
災
計
画
の
見
直
し
と
Ｂ

Ｃ
Ｐ
対
策

完
機
能
と
し
て
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

（
緊
急
事
態
を
生
き
抜
く
事
業

継
続
対
策
）
が
ス
ム
ー
ズ
に
発

動
す
る
た
め
の
条
例
措
置
が
必

要
で
は
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

想
定
を
超
え
た
災
害
と
認
識
し

て
い
る
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
は
現
状
は
考
慮

さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
、
国
や

北
海
道
が
発
信
す
る
情
報
を
注

視
し
、
町
民
の
生
命
、
身
体
及

び
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め

計
画
の
見
直
し
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
事
態
が
あ
る

程
度
収
束
し
た
時
点
で
、
防
災

計
画
上
の
位
置
づ
け
や
感
染
症

対
応
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
、
新
た
な

行
動
計
画
等
、
包
括
的
な
指
針

が
示
さ
れ
る
と
思
う
の
で
、
業

務
継
続
支
援
措
置
条
例
に
つ
い

て
も
全
体
的
な
枠
組
み
の
中
で

検
討
し
た
い
。

町
長
答
弁

Ａ
　

奈
井
江
・
浦
臼
町
学
校
給
食

組
合
が
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り

質　

問

Ｑ 学
校
給
食
に
つ
い
て

解
散
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
後
は
砂
川
市
へ
委
託
と
な

り
、
夏
休
み
終
了
後
よ
り
提
供

が
始
ま
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
は
な
い
か
。

　

同
組
合
は
昭
和
43
年
よ
り
実

施
し
て
き
た
が
、
施
設
の
老
朽

化
、
調
理
員
体
制
の
確
保
が
難

し
く
、
継
続
が
困
難
と
な
り
、

砂
川
市
に
委
託
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

夏
休
み
の
期
間
短
縮
や
日
程

の
変
更
は
あ
る
が
、
学
校
給
食

に
つ
い
て
は
小
中
学
校
へ
の
影

響
が
な
い
よ
う
提
供
で
き
る
と

聞
い
て
い
る
。

教
育
長
答
弁

Ａ
　

新
１
年
生
は
入
学
し
て
す
ぐ

休
校
と
な
り
、
学
校
生
活
に
ス

ム
ー
ズ
に
入
れ
な
か
っ
た
の
で

は
と
推
測
す
る
が
、
現
在
の
状

況
は
。

　

ま
た
、
学
校
再
開
に
よ
る
感

染
症
予
防
対
策
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
心
が
け
て
い
る
か
。

質　

問

Ｑ 学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
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新
１
年
生
は
新
た
な
環
境
、

規
律
に
慣
れ
る
時
期
に
臨
時
休

業
と
な
り
、
分
散
登
校
開
始
時

に
は
、
逆
戻
り
現
象
も
見
受
け

ら
れ
た
と
聞
い
て
い
た
が
、
現

在
は
順
調
と
認
識
し
て
い
る
。

　

予
防
対
策
と
し
て
、
文
部
科

学
省
に
よ
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
及
び
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
に
基
づ

き
、
校
舎
の
消
毒
や
マ
ス
ク
着

用
、
手
洗
い
の
徹
底
、
健
康
観

察
シ
ー
ト
に
よ
る
児
童
生
徒
の

体
温
や
健
康
状
態
の
把
握
を
し

て
い
る
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

鶴
沼
方
面
に
お
い
て
、
町
及
び

社
会
福
祉
協
議
会
に
協
力
い
た

だ
き
、
福
祉
バ
ス
の
未
利
用
時

を
活
用
し
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

増
便
を
図
っ
て
い
る
。

教
育
長
答
弁

Ａ

　

基
本
政
策
の
柱
と
し
て
「
住

民
対
話
の
推
進
」
と
あ
る
。

①
住
民
と
の
合
意
形
成
に
つ
い

て
、
構
想
の
段
階
か
ら
住
民
の

も
と
に
出
向
い
て
情
報
を
オ
ー

プ
ン
に
し
、
透
明
性
を
確
保
し

な
が
ら
一
緒
に
計
画
を
作
り
上

げ
る
手
法
を
実
践
し
て
は
。

②
住
民
と
の
協
働
、
支
え
あ
い

の
考
え
方
で
、
市
町
村
運
営
の

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
制
度
を

検
討
し
て
は
。

③
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
双
方
向

通
信
と
し
て
住
民
と
の
交
流
や

災
害
時
の
正
確
な
情
報
の
発
信

と
収
集
に
役
立
て
て
は
。

①
今
後
、
農
業
経
営
に
対
す
る

検
討
協
議
の
場
で
、
若
手
農
業

者
に
様
々
な
意
見
や
要
望
を
発

質　

問

Ｑ 「
集
い
、
語
ら
い
、
支
え
あ

い
」
の
実
践
を
期
待
す
る

信
し
て
も
ら
い
、
実
施
段
階
で

は
持
続
的
な
メ
ン
バ
ー
に
な
っ

て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
る
。

②
事
業
者
の
経
営
に
影
響
を
与

え
る
た
め
、
現
状
で
は(

地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り
た

運
送
方
法
は)

考
え
て
い
な
い
。

③
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
有
効
性
、
時
代
性

は
理
解
す
る
が
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

町
長
答
弁

Ａ

①
休
業
期
間
中
の
学
習
課
題
の

提
供
や
児
童
生
徒
の
見
守
り
は
。

ま
た
、
今
後
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

に
よ
っ
て
ど
う
変
わ
る
の
か
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
指
導
体
制
の

充
実
に
必
要
な
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
」
の
確
保
は
。

③
急
激
な
生
活
環
境
の
変
化
に

戸
惑
う
児
童
生
徒
に
対
す
る
心

の
ケ
ア
は
。

①
臨
時
休
業
中
は
、
復
習
を
基

本
と
し
た
、
既
存
教
材
や
学
習

ド
リ
ル
等
を
配
布
し
、
次
の
分

質　

問

Ｑ 『
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
通

信
環
境
の
強
化
と
子
供
た

ち
の
心
の
ケ
ア
』
は

教
育
長
答
弁

Ａ

散
登
校
日
に
小
テ
ス
ト
を
行
う

な
ど
、
家
庭
学
習
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
指
導
上
気
に
な
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
と
面
談
、
電

話
連
絡
や
メ
ー
ル
で
の
啓
発
、

紙
面
相
談
プ
リ
ン
ト
の
配
付
を

行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
広
場
で

も
子
供
た
ち
の
安
全
安
心
な
居

場
所
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

　

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
前
倒
し
の
実
施
に
よ
り
、

児
童
生
徒
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
導
入
を
計
画
し
て

い
て
、
家
庭
の
通
信
環
境
も
併

せ
て
整
備
す
る
こ
と
で
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
家
庭
で
の
使
用
、

遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」
も
可

能
に
な
る
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
確
保
は
見

通
し
が
立
っ
て
お
ら
ず
、
教
職

員
へ
の
研
修
機
会
を
増
や
す
こ

と
と
す
る
。

③
学
級
担
任
や
養
護
教
諭
が
中

心
と
な
り
、
き
め
細
か
に
見
守

っ
て
い
く
。

　

小
学
校
に
は
補
助
教
諭
等
を

複
数
人
配
置
し
、
中
学
校
に
は

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
派

遣
さ
れ
て
い
る
。

町政はあなたのために。

議会を傍聴してみませんか？
■町議会の定例会は年４回（３・６・９・12月）開きます。
■町議会の臨時会は、必要に応じて随時開きます。
■難しい手続き不要！名簿に記入するだけで傍聴できます。
お気軽にお越しください。

令和２第２回定例会は13名の傍聴がありました。
☆ありがとうございました☆
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飲
食
業
、
小
売
業
へ
の
支
援

が
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
酪

農
家
、
肥
育
育
成
農
業
者
へ
の

支
援
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

国
の
各
種
支
援
が
創
設
さ
れ
、

制
度
の
周
知
や
申
請
の
サ
ポ
ー

ト
を
Ｊ
Ａ
ピ
ン
ネ
と
協
力
し
行

っ
て
い
く
。
町
単
独
で
の
助
成

は
考
え
て
い
な
い
。

　

子
牛
価
格
が
２
０
１
４
年
以

来
の
安
値
と
な
る
一
方
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
輸
入
が
19
％
増
加

し
て
い
て
、
緊
急
輸
入
規
制
を

し
な
い
の
か
と
考
え
る
。
消
費

が
減
り
、
在
庫
が
増
え
る
状
況

下
の
中
、
本
町
の
数
字
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

　

Ｊ
Ａ
と
は
全
て
の
畜
産
農
家

質　

問

Ｑ 酪
農
農
業
者
へ
の
支
援
は

等
の
状
況
を
聞
き
取
っ
て
い
る
。

　

国
の
事
業
の
情
報
は
掴
め
て

い
て
、
現
状
、
町
内
で
は
大
き

く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ

は
な
い
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

具
体
的
な
数
字
で
理
解
し
て

い
る
か
。

　

数
字
ま
で
は
町
が
把
握
し
て

い
る
状
況
で
は
な
い
が
、
事
業

対
象
と
な
る
売
上
げ
が
20
％
以

上
落
ち
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

町
長
答
弁

Ａ
再
質
問

Ｑ
町
長
再
答
弁

Ａ

産
業
振
興
課
長
答
弁

Ａ
再
々
質
問

Ｑ
産
業
振
興
課
長
再
答
弁

Ａ
　

税
金
を
使
う
支
援
と
な
れ
ば
、

交
付
要
綱
等
の
整
理
が
必
要
で

は
。

　

既
存
の
振
興
補
助
金
等
交
付

規
則
に
よ
り
交
付
す
る
。
新
た

な
要
綱
等
の
整
備
は
し
な
い
。

質　

問

Ｑ 支
援
金
と
す
れ
ば
、
交
付

要
綱
等
の
整
理
が
必
要
で

は
町
長
答
弁

Ａ

　

定
額
給
付
金
は
令
和
２
年
４

月
27
日
を
交
付
基
準
と
し
た
が
、

令
和
２
年
度
補
正
予
算
で
あ
る

以
上
、
３
月
31
日
ま
で
の
出
生

者
に
対
し
て
手
当
て
す
る
の
が

当
然
と
考
え
る
が
。

　

本
給
付
金
に
限
っ
て
独
自
給

付
す
る
こ
と
は
、
新
た
な
不
公

平
を
生
む
懸
念
も
あ
る
。
独
自

給
付
は
考
え
て
い
な
い
。

　

国
の
方
が
不
公
平
を
生
ん
で

い
る
の
で
は
。
迅
速
か
つ
的
確

に
家
計
へ
の
支
援
を
行
う
た
め

の
給
付
金
で
あ
り
、
同
じ
よ
う

に
支
給
し
、
地
方
か
ら
し
っ
か

り
と
発
信
で
き
な
い
か
。

　

他
に
も
様
々
な
助
成
制
度
が

あ
る
中
で
、
こ
れ
だ
け
を
期
限

を
伸
ば
し
て
い
い
も
の
か
。

　

大
多
数
の
道
内
市
町
村
も
現

状
で
進
む
と
し
て
い
る
た
め
、

今
の
考
え
で
進
め
て
い
く
。

質　

問

Ｑ 基
準
日
以
降
の
出
生
者
に

定
額
給
付
金
の
給
付
を

町
長
答
弁

Ａ
再
質
問

Ｑ
町
長
再
答
弁

Ａ

　

鶴
沼
公
園
の
周
回
歩
道
が
倒

木
の
危
険
に
よ
り
一
部
通
行
止

め
に
な
っ
て
い
る
。
い
つ
ま
で

放
置
す
る
の
か
。

　

地
権
者
と
の
協
議
を
進
め
、

整
備
を
行
っ
て
い
く
。

　

い
つ
か
ら
倒
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
い
つ
ま
で
に
や
る
か
。

　

可
能
な
ら
す
ぐ
に
実
施
す
る
。

湖
面
が
隣
接
し
て
い
る
た
め
、

冬
工
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
ど
、
時
期
的
な
制
約
が
あ
る
。

　

３
年
前
の
台
風
時
に
上
部
が

折
れ
た
。
当
時
整
備
の
話
を
し

た
と
こ
ろ
、
根
元
か
ら
切
ら
な

い
で
欲
し
い
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
が
、
折
れ
て
い
る
場
所
に
ど

う
し
て
も
届
か
ず
、
整
備
が
で

き
な
か
っ
た
た
め
今
の
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

　

夫
婦
、
親
子
が
歩
け
る
よ
う

安
全
対
策
を
し
て
、
冬
ま
で
待

質　

問

Ｑ 公
園
管
理
に
つ
い
て

た
ず
に
や
れ
る
の
で
は
。

　

業
者
が
判
断
し
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
も
う
一
度
確
認
さ
せ

る
。

町
長
答
弁

Ａ
再
質
問

Ｑ
町
長
再
答
弁

Ａ
産
業
振
興
課
長
答
弁

Ａ
再
々
質
問

Ｑ

町
長
再
々
答
弁

Ａ
　

診
療
所
の
建
て
替
え
は
今
後

考
え
た
い
、
と
あ
る
。
指
定
管

理
期
間
が
令
和
３
年
３
月
31
日

で
満
了
と
な
り
、
次
の
医
師
の

手
上
げ
が
な
い
と
聞
い
て
い
る

が
、
医
師
の
確
保
を
ど
う
す
る

の
か
、
そ
の
手
順
は
。

　

昨
年
６
月
か
ら
今
年
２
月
に

か
け
て
募
集
を
行
っ
た
が
、
現

在
の
管
理
者
を
含
め
応
募
が
な

く
、
現
在
は
医
師
の
確
保
に
向

け
て
調
整
中
。

　

町
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
く
。

質　

問

Ｑ 診
療
所
医
師
の
確
保
は

町
長
答
弁

Ａ
　

跡
地
活
用
及
び
検
討
会
議
を

ど
う
進
め
る
の
か
。

質　

問

Ｑ Ｊ
Ｒ
廃
線
跡
地
活
用
は
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駅
前
エ
リ
ア
の
再
開
発
に
は

検
討
委
員
会
を
発
足
し
て
協
議

を
進
め
て
い
て
、
年
度
内
に
は

方
向
性
を
打
ち
出
し
て
い
き
た

い
。

　

そ
れ
以
外
の
区
域
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
半
ば
を
目
標
に
、

隣
接
地
権
者
と
の
個
別
協
議
、

鉄
道
施
設
撤
去
後
の
利
用
に
係

る
地
域
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
、

計
画
策
定
を
進
め
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
教
育
長
に
対
し

「
教
職
員
の
勤
務
時
間
外
在
校

時
間
に
つ
い
て
」「
浦
臼
子
ど

も
広
場
の
試
行
的
受
入
れ
に
つ

い
て
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

町
長
答
弁

Ａ

寄
付
行
為
に
つ
い
て

　

議
会
議
員
は
、
選
挙
区
内

で
金
銭
や
品
物
を
送
る
こ
と

は
特
定
の
場
合
を
除
い
て
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て

も
い
け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◆
浦
臼
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

―
可
決
―

◆
浦
臼
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

　

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
及
び
浦
臼
町
家
庭
的
保
育

　

事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て　

―
可
決
―

◆
浦
臼
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

―
可
決
―

◆
浦
臼
町
定
住
促
進
住
宅
取
得
応
援
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

―
可
決
―

◆
浦
臼
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
に
つ
い
て　

―
可
決
―

◆
浦
臼
町
中
小
企
業
振
興
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

　

て　

―
可
決
―

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同
意
を
求
め
る
こ

　

と
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
よ
り
、次
の
者
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　

・
伊
藤　

覺
施
氏

◎
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
よ
り
、次
の
者
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

 　

・
静
川 

広
巳
氏
（
浦
７
）　

・
高
田 

輝
雄
氏
（
晩
１
）

　

・
折
坂 

義
一
氏
（
鶴
１
）　

・
位
田 　

勝
氏
（
鶴
３
）

条
例
等
の
審
議
と
結
果

審
議
さ
れ
た
事
件

結
果

と

　

・
古
橋 

優
一
氏
（
晩
３
）　

・
畑
山 　

証
氏
（
浦
８
）

　

・
土
橋 

直
生
氏
（
浦
７
）　

・
佐
藤 　

等
氏
（
晩
３
）

　

・
石
橋 

和
博
氏
（
浦
１
）　

・
三
次 

博
之
氏
（
鶴
２
）

　

・
鎌
田 

和
久
氏
（
晩
３
）　

・
石
井 

文
彦
氏
（
鶴
１
）

　

・
今
田 

厚
子
氏
（
浦
４
）

◎
報
告
事
項

◆
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

◇
翌
年
度
繰
越
事
業
と
金
額

　

・
道
営
農
地
整
備
事
業
負
担
金　
　

２
，
３
５
２
万
５
千
円

◆
浦
臼
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

　

浦
臼
町
土
地
開
発
公
社
の
令
和
元
年
度
事
業
及
び
決
算
、
令
和

２
年
度
事
業
計
画
及
び
事
業
予
算
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
件
の
意
見
書
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
関
係
各

省
庁
に
提
出
し
ま
し
た
。

○
種
苗
法
の
改
正
に
つ
い
て
慎
重
な
審
議
を
求
め
る
意
見
書

　
〈
提
出
先
〉
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
農
林
水
産
大
臣

意
見
書

第
１
回
浦
臼
町
議
会
臨
時
会
〔
5
月
13
日
開
催
〕

◆
浦
臼
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

―
承
認
―

◆
浦
臼
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

　

い
て　

―
可
決
―

条
例
等
の
審
議
と
結
果
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『
Ｊ
Ｒ
札
沼
線
線
路
隣
接
の
状

況
』

　

昭
和
10
年
に
全
線
開
通
し
て

以
来
85
年
間
、
地
元
の
足
と
な

り
地
域
を
支
え
続
け
て
き
た
札

沼
線
の
一
部
区
間
が
４
月
17
日

を
も
っ
て
廃
線
と
な
っ
た
。

　

廃
線
後
の
土
地
は
町
に
返
還

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
各
地
域

の
線
路
用
地
の
状
況
を
視
察
し

確
認
し
た
。

　

大
半
の
用
地
が
雑
種
地
で
、

農
業
用
地
を
分
断
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
今
後
の
管
理
方
針
を
示

す
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

　

駅
前
開
発
の
み
な
ら
ず
、
町

内
全
体
に
及
ぶ
跡
地
利
用
、
管

理
体
制
に
つ
い
て
、
土
地
改
良

区
、
農
業
委
員
会
を
加
え
た
協

議
会
を
設
立
し
協
議
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
晩
生
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
前
の
交
差
点
は
、

交
通
安
全
の
面
か
ら
信
号
機
の

設
置
と
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
撤

去
を
求
め
た
い
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会
報
告

◆
浦
臼
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
に
つ
い
て　

―
可
決
―

◆
空
知
教
育
セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

　
　

・
川
畑　

智
昭　

氏

◎
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

前
副
町
長
の
辞
職
の
た
め
、
次
の
者
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　
　

・
石
原　

正
伸　

氏　

◎
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

前
評
価
員
の
辞
職
の
た
め
、
次
の
者
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　
　

・
石
原　

正
伸　

氏

◆
ひ
ば
り
団
地
（
Ａ
・
Ｂ
棟
）
新
築
工
事

　

・
契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札
（
最
低
制
限
価
格
適
用
）

　

・
契
約
金
額　

１
億
７
，
８
２
０
万
円

　
　
（
う
ち
消
費
税
額　

１
，
６
２
０
万
円
）

　

・
契
約
の
相
手
方　

三
鉱
・
今
田
経
常
建
設
共
同
企
業
体

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◎令和2年度予算の補正されたもの（専決事項）
会　計　名
（補正番号）

補正後の予算額
（補正額） 補正された主なもの

一般会計
（第１号）

33億4062万8000円
（162万8000円）

次亜塩素酸水溶液専用
超音波噴霧器購入費等
 162万8000円

一般会計
（第２号）

33億5612万8000円
（1550万円）

町内消費活性化事業補
助金 950万円
町内飲食業経営支援補
助金 600万円

一般会計
（第３号）

35億4037万9000円
（1億8425万1000円）

特別定額給付金
 1億7850万円
子育て世帯臨時特別給
付金 189万円

第
２
回
浦
臼
町
議
会
臨
時
会

〔
7
月
14
日
開
催
〕

　

浦
臼
町
公
の
施
設
に
係
る
指

　

定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

―
可
決
―

◎
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

◆
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
（
13
ト
ン

　

級
） 

１
台

・
契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額

３
，
７
１
２
万
５
，
０
０
０
円

（
う
ち
消
費
税
額

　

３
３
７
万
５
，
０
０
０
円
）

・
契
約
の
相
手
方

北
海
道
川
崎
建
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役　
　

 

丹
野 

司

◆
浦
臼
小
学
校
及
び
浦
臼
中
学

校
学
校
情
報
機
器
等
備
品
一
式

・
契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額　

１
，
０
６
７
万

　

円
（
う
ち
消
費
税
額　

97
万
円
）

・
契
約
の
相
手
方

　

富
士
電
機
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ

　

ョ
ン
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長 

及
川 

弘

◎令和２年度予算の補正されたもの
会　計　名
（補正番号）

補正後の予算額
（補正額） 補正された主なもの

一般会計
（第４号）

35億4187万9000円
（150万円）マスク購入費等 150万円

一般会計
（第５号）

39億6628万9000円
（4億2441万円）

JR札沼線鉄道施設撤去調査
設計業務委託料 7400万円
雪寒機械購入 6108万5000円
B&G海洋センター改修工事
 4158万円

下水道事業
（第１号）

9154万5000円
（24万5000円）職員手当等 24万5000円

　
〈
調
査
日
４
月
13
日
〉

『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
に
つ
い
て
』

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
地

域
外
の
人
材
を
受
入
れ
、
地
域

協
力
活
動
を
行
い
、
そ
の
地
で

の
定
住
・
定
着
を
図
る
こ
と
で

地
域
力
の
維
持
、
強
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

協
力
隊
は
準
公
務
員
と
し
て

の
性
質
が
強
く
、
本
来
の
ス
キ

ル
、
能
力
を
生
か
し
切
れ
て
い

な
い
。
彼
ら
は
自
分
の
主
張
を

強
く
持
ち
、
そ
の
能
力
を
十
分

に
発
揮
す
る
た
め
の
環
境
や
、

対
応
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
本
人
の
希
望
や
内
容

に
縛
ら
れ
な
い
採
用
方
法
を
と

る
べ
き
と
考
え
る
。

　

協
力
隊
活
動
は
人
間
関
係
の

構
築
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
、

互
い
に
信
頼
し
、
信
頼
さ
れ
る

関
係
を
築
き
、
町
に
愛
着
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
、
そ
の
先
の

結
果
と
し
て
定
住
し
て
も
ら
う

こ
と
が
望
ま
し
い
。
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委
員
長　
　
　

野
崎　

敬
恭

　

副
委
員
長　
　

折
坂　

美
鈴

　

委
員　
　
　
　

東
藤　

晃
義

　

委
員　
　
　
　

髙
田　

英
利

編
集
後
記

　

冬
は
小
雪
だ
っ
た
が
春
か
ら

は
順
調
に
代
か
き
、
田
植
え
が

終
わ
り
、
田
畑
に
新
緑
の
淡
い

色
が
広
が
り
、
い
つ
も
の
風
景

が
あ
る
。

　

浦
臼
は
小
さ
な
町
で
も
豊
か

で
幸
せ
だ
な
〜
と
思
う
が
、
世

界
は
ど
う
か
。
未
知
の
新
型
ウ

イ
ル
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
大
国
の

新
し
い
価
値
観
が
ま
る
で
ウ
イ

ル
ス
の
よ
う
に
は
び
こ
っ
て
い

る
。
町
民
の
皆
様
方
は
特
効
薬
、

ワ
ク
チ
ン
が
で
き
る
ま
で
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
十
分
ご
注
意
を
。

 

（
野
崎
）

議
会
の
流
れ

◎
議
会
運
営
委
員
会

６
月
10
日
、
19
日

・
第
２
回
定
例
会
に
つ
い
て

◎
全
員
協
議
会

５
月
13
日

・
浦
臼
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て　

他
６
月
17
日
、
25
日

・
第
２
回
定
例
会
の
運
営
に
つ

い
て

・
浦
臼
町
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て　

他

７
月
14
日

・
両
診
療
所
に
関
す
る
指
定
管

理
者
の
公
募
に
つ
い
て　

他

◎
議
員
懇
談
会

４
月
13
日

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い

て
６
月
17
日

・
道
外
視
察
研
修
に
つ
い
て

◎
議
会
広
報
特
別
委
員
会

７
月
17
日

・
議
会
だ
よ
り
第
１
７
１
号
編

集

　

川
畑
智
昭
新
町
長
は
５
月
１

日
に
就
任
し
、
今
後
４
年
間
の

町
政
の
舵
取
り
役
を
担
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は

川
畑
新
町
長
へ
今
後
の
町
づ
く

り
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

①
副
町
長
か
ら
町
長
に
な
り
ま

し
た
。
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

副
町
長
を
８
年
経
験
し
て
か

ら
町
長
へ
就
任
し
た
こ
と
で
、

町
政
に
対
し
、
私
な
り
の
解
決

策
や
改
善
方
法
を
常
に
意
識
で

き
て
い
ま
し
た
。
反
面
、
施
策

が
現
実
的
で
夢
を
語
る
部
分
が

弱
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
町
民
の
皆
さ
ん
に　

も
う
少
し
夢
の
あ
る
話
を
し
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

②
初
議
会
で
は
議
員
の
厳
し
い

質
問
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
ま
し
た
か
。

　

議
員
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
、
考
え
が
あ
り

ま
す
。
様
々
な
意
見
・
要
望
が

あ
る
中
で
、
最
終
的
に
結
論
を

導
く
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

③
ま
ず
何
か
ら
始
め
ま
す
か
。

　

執
行
方
針
で
示
し
た
よ
う
に
、

長
期
的
に
は
農
地
再
編
や
新
規

就
農
、
行
政
区
問
題
、
短
期
的

に
は
Ｊ
Ｒ
札
沼
線
の
跡
地
利
用

な
ど
を
手
掛
け
て
い
き
ま
す
。

④
議
会
に
何
を
求
め
ま
す
か
。

　

人
口
減
少
な
ど
の
社
会
現
象

に
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
な
ど
、

当
た
り
前
が
通
用
し
な
い
時
代
。

　

行
政
と
議
会
が
こ
の
町
を
良

い
方
向
へ
引
っ
張
っ
て
い
く
た

め
に
も
、
議
論
百
出
し
、
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
職
員
に
何
を
求
め
ま
す
か
。

　

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や

新
し
い
生
活
様
式
な
ど
、
新
し

い
物
事
に
対
し
、
職
員
一
人
一

人
が
多
様
化
す
る
問
題
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
ら
資
質
向
上
に
努
め
な
が

ら
、
住
民
本
位
を
心
が
け
て
職

務
に
当
た
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

⑥
家
庭
で
は
い
か
が
で
す
か
。

　

た
ま
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
、

休
日
に
ラ
ン
チ
限
定
で
チ
ャ
ー

ハ
ン
や
ラ
ー
メ
ン
を
作
っ
た
り

し
て
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

が
、
そ
の
他
は･･･

。
特
に
庭

仕
事
は
手
が
出
ま
せ
ん･･･

。

　

様
々
な
課
題
が
あ
る
中
、
川

畑
町
政
に
は
期
待
す
る
と
と
も

に
、
議
員
も
町
長
と
議
論
を
交

え
、
浦
臼
町
の
未
来
を
支
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！



今夏は「感染症」と「熱中症」に注意しましょう　
～高温に関する情報の活用～

気象庁
熱中症から身を守るために

厚生労働省
熱中症予防行動のポイント

21

KOUHOU
URAUSU
Ｒ２.８

　北海道は全国でも涼しいところですが、８月の日中はかなりの高温となることがあります。今年は、
これまでとは異なる生活環境下で夏を迎えることになりますので、熱中症にも例年以上に気を付けなけ
ればなりません。十分な新型コロナウイルス感染症の対策を行いながら、熱中症予防にもこれまで以上
に心がけるようにしましょう。
　熱中症は、「夏日」の基準である最高気温２５℃くらいから現れはじめ、「真夏日」の基準である最高
気温３０℃あたりから大きく増え始めます。また熱中症の発生は、気温だけでなく湿度や風速、汗のか
きやすい環境も関係しますので、屋外だけでなく風通しの悪い工事現場、体育館、それから家庭の浴室
などは要注意です。
　マスクを着用して外出する場合には、暑さの中での作業や運動を避け、のどが渇いていなくても、こ
まめな水分補給や、汗を多くかいた時の塩分補給が必要です。熱中症のリスクに応じて、例えば屋外で
人と十分な距離が確保できている場合には、マスクを外すようにしましょう。また、暑さを感じにくい
お年寄りや、自分で体調管理ができない乳幼児のいるご家庭などは室内では換気を十分にし、風通しの
良い涼しい環境を作ることも重要です。
　気象台では、予想に応じて熱中症対策に関する気象情報を段階的に発表しています。向こう１週間で
最高気温が３３℃以上になると予想する場合には「高温に関する気象情報」、翌日の最高気温が北海道
全体で広く３３℃以上となる場合には「北海道地方高温注意情報」、石狩・空知・後志地方で当日の最
高気温が３３℃以上の場合には「石狩・空知・後志地方高温注意情報」、の３つの情報を発表していま
すので、これらの情報を活用して、事前に熱中症への対策をとっていただきたいと思います。
　また、気象庁ホームページでは熱中症に関する情報を集めたページ
「熱中症から身を守るために」を掲載しています。ぜひご覧ください。
問い合わせ先　札幌管区気象台 
天気相談所（電話：０１１－６１１－０１７０）

登記・相続に関するＱ＆Ａ

◆「土地の使用用途が変わった場合、登記はどうするの？」
Ｑ　土地の使用用途が変わった場合、登記はどうするの？
Ａ　土地の現況または利用目的が自然的に変わってしまった、人為的に変更した等、登記されている地
目以外の地目となった場合、登記記録上の地目を現況の地目に符合させる登記が必要になります。
　　自然的に変わってしまった場合として、登記記録上は畑となっている土地が耕作放棄等により原野
となった時には、畑から原野への地目変更登記が必要となります。人為的変更としては、登記記録が
宅地以外となっている土地に、住宅を建てた場合には、宅地への地目変更登記が必要となります。
　　地目変更登記は、不動産登記法で定められている地目の内で、土地の現況及び利用目的に重点を置き、
土地全体の状況を観察して判断し、地目を決定します。
　　１筆の土地に２種類以上の地目は認められません。
　　皆様の大切な不動産の登記状況を把握し、地目変更の原因・日付を調査し、皆様の代理人となり法
務局に登記を申請できる専門家は土地家屋調査士だけです。
　　土地の地目変更かも？と思ったらお近くの土地家屋調査士又は札幌土地家屋調査士会にご相談して
ください。
■お問合せ先　札幌法務局滝川支局　０１２５－２３－２３３０
　　　　　　　（ホームページ）http://houmukyoku.moj.go.jp/sapporo
　　　　　　　札幌土地家屋調査士会　０１１－２７１－４５９３
　　　　　　　（ホームページ）http://www.saccho.com/

不要な「ありがとう札沼線」缶バッジは、役場へ寄付をお願いします！



児童扶養手当の受給者は現況届の手続きを忘れずに！

　児童扶養手当の受給者は、毎年８月に児童の扶養・監護等の状況を確認するために現況届を提出しな
ければなりません。
　現況届は引き続き手当を受けられるかどうかを審査するための届出です。
　提出がないと１１月分以降の手当が受けられなくなりますので、受給者は必ず提出してください。

　○必要なもの～手当証書・印鑑

　その他必要に応じて提出していただく場合があります。
　なお、現在手当を受給されている方には、役場から通知文等を送付いたします。
　詳しいことは、役場くらし応援課住民係までお問い合わせください。
　電話６８－２１１２（くらし応援課直通）

特別児童扶養手当の受給者は所得状況届の手続きを忘れずに！

　特別児童扶養手当の受給者は、毎年８月に児童の扶養・監護等の状況を確認するために所得状況届を
提出しなければなりません。
　所得状況届は引き続き手当を受けられるかどうかを審査するための届出です。
　提出がないと８月分以降の手当が受けられなくなりますので、受給者は必ず提出してください。

　○必要なもの～手当証書・印鑑

　　その他必要に応じて提出していただく場合があります。
　なお、現在手当を受給されている方には、役場から通知文等を送付いたします。
　詳しいことは、役場くらし応援課住民係までお問い合わせください。
　電話６８－２１１２（くらし応援課直通）

「子どもの人権１１０番」強化週間のお知らせ

　法務局では、子どもの人権についての専用相談電話「子どもの人権１１０番」を設置しています。い
じめや虐待など子どもの人権に関する悩みをご相談ください。
　また、令和２年８月２８日（金）から同年９月３日（木）までは、「全国一斉『子どもの人権１１０番』
強化週間」です。期間中は、平日の受付時間を延長して、土日も対応します。

　　　　　　　　　　子どもの
　　　　　　　　　　人権１１０番　０１２０－００７－１１０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（全国共通・通話料無料）

◆受付時間　　平日：午前８時３０分～午後５時１５分
　　　　　　　　　　（年末年始を除く）

●強化期間中の受付時間
　８月２８日～９月３日の平日：午前８時３０分～午後７時
　８月２９日（土）、８月３０日（日）：午前１０時～午後５時

ぜろぜろなな の ひゃくとおばん
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買物は町内商店で買いましょう!!



＝＝＝＝ 浦臼中学校　資源回収 ＝＝＝＝

目　　　的：部活動ユニフォーム等の購入資金のため
日　　　時：８月２２日（土）８：３０開始予定　雨天決行！
回収する物：アルミ・スチール缶（よく洗っていただき、可能な限り、つぶさないでおいてください）
　　　　　　新聞・雑誌・本・ダンボール
＊種類別に縛って、当日の朝、お近くのごみステーションにお出しください。
※期日の前に中学校の校門にある物置での保管ができます。コンテナではなく物置での保管になります。
　学校への持込もできますのでよろしくお願いします。

※本年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、規模を縮小しての実施となることから、ご自宅
　前までの回収にお伺いすることができませんので、ご了承ください。

日本赤十字社浦臼町分区からのお知らせ

　令和２年７月３日からの大雨により、九州を中心として広域にわたり甚大な被害が生じています。
　被災された方々を支援するため、下記義援金の受付を行っておりますので、皆さまの温かいご支援を
よろしくお願いいたします。

　義援金名称　「令和２年７月災害義援金」

　受付期間　　令和２年１２月２５日（金）まで

　お寄せいただいた義援金は、被災地県に設置される災害義援金配分委員会を通じて被災者へ配分され
ます。
　町民の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

義援金・募金も、役場くらし応援課および保健センターで受け付けています。

詳しくは、くらし応援課生活係へ（６８－２１１２）

専門家に相談してみませんか？

無料法律相談会
簡裁訴訟代理関係業務認定司法書士による
（雨竜町在住　司法書士・行政書士　木村幸一）

日　　時　８月１２日（水）１０：００～１２：００
場　　所　浦臼町商工会館
相談時間　お一人につき３０分
相談内容　相続、遺言、登記（法人・不動産）、債務整理、
　　　　　民事裁判、成年後見等
　　　　　詳細は　浦臼町商工会へ
　　　　　☎０１２５－６７－３３３１
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元気にあいさつをしましょう!!



浦臼町「集い・語らい出張トーク」

　町長自らが現場に赴き、地域の方々と意見交換を行うことで、情報共有による協働のまちづくりの推
進および町政に対する理解を深めることを目的に実施しています。

■対象者
・町内に在住する者、町内で働き又は学ぶ者で構成する５名以上の団体・グループ。（注）同一団体・
グループによる申込みは年１回とします。

■開催についての注意点
　・テーマは本目的に則した内容とします。
　・開催する会場の用意並びに費用負担につきましては、申請者にてお願いします。
　・開催時間は午前９時から午後９時までの間とし、１回あたり２時間以内とします。
■次の各号のいずれかに該当すると認められるときは、お断りすることがあります。
　・公序良俗を阻害するおそれのあるもの。
　・政治、宗教又は営利を目的とした催しを行うおそれがあるとき。
　・天災その他の事由により日程調整が困難なとき。
　・申込み内容に虚偽があったとき。
　・その他本目的に反すると認められるもの。
■申込みについて
・申込みをする場合は、開催時期の１０日前までに浦臼町「集い・語らい出張トーク」申込書を町長
へ提出してください。
・申込み後、内容に変更が生じたときは、直ちにその旨連絡ください。
・申込書は役場ホームページよりダウンロード願います。

【お問い合わせ】総務課企画統計係
電　話　０１２５－６８－２１１１　ＦＡＸ　０１２５－６８－２２８５

広
　
告

（固定金利・保証料含む）　（平成２７年４月１日現在）

※融資条件を変更する場合は、手数料がかかる場合があります。
※保証会社の審査によって、ご希望に添えない場合があります。
※詳しくは当金庫本支店窓口にお問合わせください。

・ご融資額　５００万円以内　・ご利用期間　１０年以内

ご融資金利　年５.０％、年７.０％、年９.０％、年１４.０％
他金融機関、クレジット、消費者金融で

ご利用中のローンの借換もOK

http://www.shinkin.co.jp/hokumon/

※ご融資金利は保証会社の審査のうえで決定させていただきます。
※さらにお取引内容によって上記金利より年０.２０％優遇いたします。

北門信用金庫　浦臼支店　TEL ６８－２０１１

ふれあいを大切にする
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今　田　賢太郎くん

いま　　 だ 　　けん た ろう

２０２０年５月２９日生（浦臼第３）

保護者
　今田　伸一郎 さん
　　　　　美香 さん

一言 大きく育ってね！

はじめまして！

国民健康保険税は納期内に必ず納めましょう!!
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浦臼町の出来事浦臼町の出来事

開町記念式典 戦没者追悼式
　７月１５日、開町記念式典に引き続き、桜
ヶ丘公園忠霊塔前において令和２年度浦臼町
戦没者追悼式が行われました。
　追悼式では黙祷が捧げられたあと、浦臼町
遺族会会長の追悼のことば、献花などが行わ
れ、参加者は平和への思いを新たにしていま
した。

　浦臼町開町記念日である７月１５日、桜ヶ
丘公園開村記念碑前において、開町記念式典
が行われました。開拓先人の苦労をしのび、
その功績を讃え感謝し、郷土を愛する心を養
い、よりよき浦臼町を築きあげるという開町
記念日の趣旨のもと、多くの方が参加されま
した。

Ｂ＆Ｇ海洋センター修繕助成決定書授与式
　７月７日（火）、浦臼小学校において人権
の花運動が行われました。この運動は、主に
小学生を対象とした啓発運動で、花の苗など
を植え育てることを通し、協力することの大
切さや感謝の気持ちを学ぶための活動です。
当日は人権擁護委員の方をお招きし、児童と
一緒に花の苗を９０株植えました。

人権の花運動
　７月９日（木）、町長室においてＢ&Ｇ海
洋センター修繕助成決定書授与式が執り行わ
れました。
　この修繕助成決定書は令和２年度に実施す
る暖房設備改修工事と施設内照明ＬＥＤ化改
修工事に対するもので、事業費の一部をＢ&
Ｇ財団より助成していただきます。Ｂ&Ｇ財
団から菅原理事長がお見えになり、町長に決
定書が授与されました。

KOUHOU
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ゴミは、分別して出しましょう!!
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なかなかどこかへ出かける事が難しい中、家で何かやれ
ないかと考えていたところ、ミニ四駆にたどり着きました。
大人になった今なら、本体も好きなパーツも、あわよく
ばコースも買えてしまうぞと某家電量販店へ見にいくと、
自分が子供の頃に初めて作ったものがあったり、いろい
ろな工具があったりと懐かしくて見入ってしまいました。
若かりしあの頃は、ミニ四駆一式が入ったケースを自転
車のカゴに放り込んで遊びに行き、友達と競ったりパー
ツの交換をしたりしていたのを思い出して、何だか泣き
そうになってしまいました。さっそく大人買いしようと
しましたが、家にまだ組み立てていないプラモデルがあ
ったのを思い出したので結局買っていません。まずはそ
れを片付けてからゆっくりミニ四駆に浸りたいと思いま
す。

編 集 後 記

最終処分場放流水水質検査結果（6月分）

お知らせします！

項目

採取日

水素イオン
濃度 浮遊物質量 生物化学的酸素要求量

化学的
酸素要求量 全窒素

〔ｐＨ〕 〔ＳＳ〕 〔ＢＯＤ〕〔ＣＯＤ-Ｍｎ〕〔Ｔ－Ｎ〕

7.5 3.6 2.601未満 0.9
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6月10日（水）

　優良運転手のみが受講できる講習会で、ご自
宅に「運転免許証更新連絡書」が届きますので、
砂川警察署等で更新の手続き（申請等）を済ませ、
「優良講習」対象者に該当するかどうか確認の上、
受講してください。
　更新手続きは、誕生日の前後合わせて２ヶ月
間の間に行ってください。

と　き　８月２０日（木）・午後６時から
ところ　奈井江町文化ホール（ＪＲ奈井江駅前）

おくやみ申し上げます
　　　　　　　　　　　　　　　６月29日玄　地　右　文さん　　55歳　　　　　　　　　　　　　　　浦臼第４

○故人の生前のお礼として
・千　田　君　江　　　　　　　浦臼第４
（故　千　田　智津子さん） ５万円

・玄　地　知　也　　　　　　　浦臼第４
（故　玄　地　右　文さん） ３万円

ご厚志ありがとうございます
社会福祉協議会へ

ひ
さ
か
た

　男　　 854人（＋１人）
　女　　 921人（＋１人）
　計　　1,775人（＋２人）
世帯数 854戸（＋１戸）

（　）内は前月との比　■６月末現在


